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お客さまを意識して、きれいにきちんと
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支援計画で課題を明確に　メンタルのセルフケアを支援
NPO 法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク、アクアクララ北大阪（大阪府）

個々の能力開発を図り、業務の幅も広げる
株式会社DTSパレット（東京都）

「絵を描く人」岐阜県・谷
たに

 菜
な

々
な

美
み

さん

障害者のテレワークの現状と今後の見通しについて
障がい者総合研究所 所長　戸田重央さん
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Mayutamago
（社会福祉法人愛媛県社会福祉事業団ほほえみ工房ぱれっと道後）

祝  王子のパレード
（春の便り）

Mayutamago/ 有重麻由（ありしげ　まゆ）
　1993（平成５）年生まれ。愛媛県松山市在住。知的障害、言語機能障害がある。社会福
祉法人愛媛県社会福祉事業団ほほえみ工房ぱれっと道後に所属。
●経歴
2019・2020・2021年　「奈良県みんなでたのしむ大芸術祭」ビッグ幡 in 東大寺
2019・2020年　「ひみつジャナイ基地プロジェクト」（日比野克彦×道後温泉 道後アート）
2021年　「なんでそんなんプロジェクト」（ぬかつくるとこ）
2021年　「暮らしのなかの電気・灯り」（四国電力株式会社・四国電力送配電株式会社）
2021年　「障がい者芸術文化祭 ～愛顔ひろがる　えひめの障がい者ART展 2021～」
               （愛媛県障がい者アートサポートセンター）

　いろいろな画材（水彩、アクリル絵の具、コンテ、ポスターカラーマーカー、画用紙、
キャンバスなど）を使い、自然をモチーフに抽象画を描くことが多くなっている。
　最近は、和柄に興味を持ち、本人なりに試行錯誤しているようだ。長時間の活動はむ
ずかしいので、朝の作業所の送迎バスが来るまでのわずかな時間を利用して描いている。
　今後の目標は、絵だけでなく、体を動かすことにも挑戦したいと思っている。

（文：有重麻由・母）

協力：愛媛県障がい者アートサポートセンター

画材：画用紙、アクリルスプレー、コンテ、ポスターカラーマーカー/サイズ：540mm×380mm



◎本誌掲載記事はホームページでもご覧いただけます。（https://www.jeed.go.jp/）

「美術の授業で『将来の夢』を考える機会があり、私は絵を描くことが好きなので、これからも絵を
描き続けていきたいと思い、題材に選びました。机の木目を描くところをがんばりました。最近は、
折り紙やアイロンビーズなどにも挑戦しています」
（令和３年度 障害者雇用支援月間絵画コンテスト　中学校の部　高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長奨励賞）
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2022年度（令和４年度）職業リハビリテーションに関する研修のご案内／
令和４年度「地方アビリンピック」開催地一覧／
障害者雇用を進める事業主のみなさまへ　就労支援機器をご活用ください！
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障
害
者
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

障
が
い
者
総
合
研
究
所
所
長

　

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
１
月
に
、
国
内
で
最
初
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
以
降
、

コ
ロ
ナ
禍
は
３
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
終
息
の
期
待

も
寄
せ
ら
れ
る
な
か
、
変
異
株
の
出
現
、
そ
れ
に
と
も

な
う
第
６
波
、
第
７
波
へ
の
警
戒
が
間
断
な
く
呼
び
か

け
ら
れ
る
な
ど
、
い
ま
だ
そ
の
脅
威
は
続
い
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
（
２
０
２
２
年
３
月
執
筆
時
点
）
。
こ

の
間
、
社
会
生
活
の
あ
り
よ
う
も
大
き
く
様
変
わ
り
し

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
社
会
で
は
「
テ
レ
ワ
ー
ク
（
場
所

や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き
方
）
」
と
い
う

用
語
は
一
般
に
な
じ
み
の
な
い
も
の
で
し
た
が
、
「
緊
急

事
態
宣
言
」
の
発
出
に
よ
り
、
感
染
防
止
の
観
点
で
出

社
せ
ず
に
業
務
を
続
け
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
あ
ら

た
め
て
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

期
せ
ず
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
に
つ
い
て
全
国
的
な

検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
結
果
的
に
こ

れ
ま
で
の
社
会
通
念
・
常
識
を
大
き
く
見
直
す
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
会
社
で
働
く
必
要
性
、
出
社
（
通
勤
）

の
必
要
性
、
ま
た
必
ず
し
も
１
日
８
時
間
、
週
５
日
勤

務
を
標
準
と
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
に
社
会
が
気
づ
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
間
違
い
な
く
日
本
社
会
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
障
が
い
者
総
合
研
究
所
（
※
１
）
で
は
、
「
コ
ロ

ナ
禍
と
テ
レ
ワ
ー
ク
」
に
着
目
し
、
こ
の
2
年
を
通
じ

て
障
害
者
が
働
く
職
場
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が
ど
れ
だ
け
普

及
し
て
い
る
か
、
そ
の
実
態
を
知
る
べ
く
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

  

「
コ
ロ
ナ
禍
と
テ
レ
ワ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
最
初

の
調
査
は「
勤
務
先
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
C
O
V
I
D
ー
19
）の
対
策
に
関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
（
２
０
２
０
年
２
月
28
日
〜
２
０
２
０
年
３
月
５

日
）
」
（
※
２
）
で
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
感
染
の
広
が
り
と
と
も
に
、
使
い
捨
て

マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
が
全
国
各
地
で
品
薄
と

な
り
、
全
国
の
小
中
学
校
や
高
校
に
臨
時
休
校
要
請
が

公
表
さ
れ
る
な
ど
、
先
行
き
不
透
明
な
時
期
で
し
た
。

　

「
勤
務
先
で
実
施
さ
れ
て
い
る
対
策
は
？
」
と
の
問

い
に
対
し
、
「
在
宅
勤
務
の
実
施
」
と
答
え
た
方
は
全

体
の
約
21
％
と
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
率
は
低
く
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
時
差
出
勤
や
消
毒
薬
の
常
設
な
ど
、
出
社

を
前
提
と
し
た
感
染
防
止
対
策
が
主
流
だ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
２
回
目
の
緊
急
ア
ン

ケ
ー
ト
「
外
出
自
粛
要
請
下
に
お
け
る
、
就
労
状
況

の
変
化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
２
０
２
０
年
５

月
15
日
〜
２
０
２
０
年
５
月
21
日
）
」
（
※
３
）
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
日
本
は
緊
急
事
態
宣
言
下
に

あ
り
、
現
金
10
万
円
を
支
給
す
る
「
特
別
定
額
給
付

金
」
の
申
請
受
付
や
、
全
世
帯
に
布
マ
ス
ク
を
配
る

施
策
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
日
々
の
生
活
を
保
障
す

る
た
め
の
施
策
が
打
た
れ
て
い
る
時
期
で
し
た
。

　

「
あ
な
た
の
勤
務
ス
タ
イ
ル
に
生
じ
た
変
化
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。
」
と
の
問
い
に
「
在
宅
勤
務
（
約
40

％
）
」
、
次
い
で
「
自
宅
待
機
（
約
23
％
）
」
と
回
答
者

全
体
の
63
％
の
職
場
で
「
出
勤
を
回
避
す
る
」
こ
と
に

目
を
向
け
る
よ
う
変
化
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

最
初
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
お
よ
そ
１
年
後
、

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
る
障
害
者
の

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
度
合
い

戸
田
重
央

※１   障がい者総合研究所：障害者の就労支援を中心にソーシャルビジネスを展開する株式会社ゼネラルパー
トナーズが運営する調査・研究機関。障害当事者や障害者を雇用する事業者へのアンケートを通じ、障
害者の社会参加における課題や要望などを可視化し、広く社会へ発信している

※ 2「勤務先における新型コロナウイルス（COVID-19）の対策に関する緊急アンケート調査」https://note.com/gp__info/n/n8298da357d3d?magazine_key=ma10bdc0e3f80
※ 3  「外出自粛要請下における、就労状況の変化に関するアンケート調査」　https://note.com/gp__info/n/n4c56c973bef7?magazine_key=ma10bdc0e3f80
※ 4  「２度に亘る緊急事態宣言、障害者の仕事への影響度に関するアンケート調査」https://note.com/gp__info/n/ndb2bda6827a1?magazine_key=ma10bdc0e3f80

2



働く広場  2022.6

ど
を
心
配
さ
れ
る
難
病
・
内
部
障
害
の
あ
る
方
に
は

「
在
宅
勤
務
・
テ
レ
ワ
ー
ク
」
の
要
望
が
あ
り
、
そ

う
し
た
方
々
に
と
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う
選
択
肢

が
増
え
た
こ
と
は
福
音
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
聴
覚
障
害
の
あ
る
方
か
ら
は
在
宅
勤
務
や
テ

レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
よ
り
対
面
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
な
く
な
り
業
務
に
支
障
が
出
て
い
る
こ
と
や
、

規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
で
心
身
の
安
定
を
図
っ

て
い
た
方
に
と
っ
て
は
、
急
な
労
働
環
境
の
変
化
（
出

勤
し
て
い
た
日
常
か
ら
自
宅
待
機
を
命
じ
ら
れ
る
な

ど
）
に
よ
り
生
活
リ
ズ
ム
が
変
わ
り
体
調
を
崩
し
て
し

ま
っ
た
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
功
罪
は
こ
れ
か
ら
も
論
じ
ら
れ
て
い

く
と
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
働
き
方
の
選
択
肢

と
な
っ
た
こ
と
は
画
期
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
観
点
の
み
な
ら

ず
、
「
働
き
方
改
革
」
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
は
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
な
ど
と
い
っ
た
文
脈
で
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と

に
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
か
ら
も
普
及
が
進
ん
で
い
く
こ
と

は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　障がい者総合研究所所長。
　2015（平成 27）年に聴覚障害専門
の就労移行支援事業所「いそひと（現
atGPジョブトレ大手町聴覚障害コー
ス）」を開所、初代施設長に。2018年
より「障がい者総合研究所」所長に就任。
新しい障害者雇用・就労のあり方につ
いて実践的な研究や情報発信に努めて
いる。その知見が認められ、国会の参
考人招致、新聞へのコメント、最近で
はＮＨＫでオリパラ調査に関する取材
を受ける。聴覚障害関連で雑誌への寄
稿、講演会への登壇も多数。

戸田重央
（とだ しげお）

「
２
度
に
亘
る
緊
急
事
態
宣
言
、
障
害
者
の
仕
事
へ
の

影
響
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
２
０
２
１
年
１

月
19
日
〜
２
０
２
１
年
１
月
22
日
）
」
（
※
４
）
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
第
３
波
が
確
認
さ
れ
11
都
府
県

で
2
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
（
３

月
下
旬
ま
で
続
き
ま
し
た
）
。
日
常
を
取
り
戻
す
施
策

と
し
て
、
G
o
T
o
E
a
t
や
G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
と

い
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
打
た
れ
て
は
停
止
、
延
期
に

な
る
な
ど
混
迷
を
き
わ
め
る
時
期
で
し
た
。

　

「
2
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
の
職
場
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
は
導
入
さ
れ
ま
す
か
？
」
と
の
問
い
に
、
「
は
い
」

と
回
答
し
た
方
が
「
前
回
宣
言
時
か
ら
続
い
て
い
る
」

も
含
め
て
、
全
体
の
約
57
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ふ
り
返
る
と
、
１
回
目
の
調

査
時
（
２
０
２
０
年
２
月
）
に
約
21
％
で
あ
っ
た
テ
レ

ワ
ー
ク
実
施
率
（
導
入
率
）
が
、
３
回
目
の
調
査
（
２
０

２
１
年
１
月
）
で
は
約
57
％
に
な
る
な
ど
着
実
に
テ
レ

ワ
ー
ク
が
普
及
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
一

方
で
２
回
目
の
調
査
時
に
テ
レ
ワ
ー
ク
（
自
宅
待
機
含

む
）
の
実
施
率
が
約
63
％
と
あ
り
、
普
及
が
高
止
ま
り

し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
も
い
え
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
普
及
の
動
き
は
、
私
た
ち
株

式
会
社
ゼ
ネ
ラ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
運
営
す
る
「
就
労

移
行
支
援
事
業
所
（
障
害
の
あ
る
方
の
一
般
企
業
へ
の

就
職
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
通
所
型
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）
」

の
就
職
実
績
で
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
２
０
２
１
年
12
月
ま
で
の
20

カ
月
で
２
０
２
件
の
就
職
実
績
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
う
ち
約
27
％
（
54
件
）
が
「
在
宅
勤
務
Ｏ
Ｋ
」
と
い

う
雇
用
条
件
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ン
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
の
ス
キ
ル
を
学
ぶ
た
め
の
Ｉ
Ｔ
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ー

ス
の
就
労
移
行
支
援
事
業
所
だ
け
に
絞
っ
て
み
る
と
、

「
在
宅
勤
務
Ｏ
Ｋ
」
と
い
う
雇
用
条
件
で
就
職
さ
れ
た

方
は
お
お
よ
そ
40
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
以
前
の
就
職
決
定
実
績
の
う
ち
、
在
宅

勤
務
可
能
な
求
人
で
就
職
で
き
た
数
が
０
で
あ
っ
た
こ

と
を
鑑
み
る
と
、
在
宅
勤
務
の
求
人
は
着
実
に
普
及
の

方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
３
年
目
を
迎
え
よ
う
と
す
る
な
か
で
、

コ
ロ
ナ
前
の
日
常
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
動
き
も
見
ら

れ
ま
す
が
、
当
面
は
コ
ロ
ナ
の
な
い
日
常
（
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
）
を
模
索
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
日

常
（
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
）
を
ど
う
過
ご
す
か
と
い
う
考
え

方
で
日
常
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
み
て
、
障
害

者
に
と
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
に
功
罪
が
あ
る
こ
と
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
通
勤
や
移
動
に
困
っ
て
い
た
肢
体

不
自
由
の
方
に
し
て
み
れ
ば
「
時
差
出
勤
」
の
要
望

が
、
そ
し
て
既
往
症
に
よ
り
免
疫
力
が
低
い
こ
と
な

障
害
者
の
テ
レ
ワ
ー
ク
は

今
後
広
が
っ
て
い
く
の
か
？

※ 2「勤務先における新型コロナウイルス（COVID-19）の対策に関する緊急アンケート調査」https://note.com/gp__info/n/n8298da357d3d?magazine_key=ma10bdc0e3f80
※ 3  「外出自粛要請下における、就労状況の変化に関するアンケート調査」　https://note.com/gp__info/n/n4c56c973bef7?magazine_key=ma10bdc0e3f80
※ 4  「２度に亘る緊急事態宣言、障害者の仕事への影響度に関するアンケート調査」https://note.com/gp__info/n/ndb2bda6827a1?magazine_key=ma10bdc0e3f80
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（文）豊浦美紀　（写真）官野 貴

株式会社DTSパレット
〒104-0032　
東京都中央区八丁堀3-22-11 八丁堀千島ビル4階
TEL 03-6262-8799  FAX 03-6262-8798

取材先データ

Keyword：特例子会社、内部障害、精神障害、知的障害、
 聴覚障害、障害者職業生活相談員、テレワーク

個々の能力開発を図り、
業務の幅も広げる

― 株式会社DTSパレット（東京都）―
情報サービスを提供する企業の特例子会社では、入社後に一人ひとりの能力が開花できる

人材育成を実践しながら、100以上の業務拡大につなげてきた。
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情
報
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
を
手
が
け
る
「
株

式
会
社
Ｄ
Ｔ
Ｓ
」（
以
下
、「
Ｄ
Ｔ
Ｓ
」）
は
２

０
１
１
（
平
成
23
）
年
、
特
例
子
会
社
「
株
式

会
社
Ｄ
Ｔ
Ｓ
パ
レ
ッ
ト
」（
以
下
、「
Ｄ
Ｔ
Ｓ
パ

レ
ッ
ト
」）
を
設
立
し
た
。
社
名
に
は
「
そ
れ

ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を
活
か
し
、
新
し
い
カ
ラ
ー
を

創
り
出
す
パ
レ
ッ
ト
の
よ
う
な
会
社
を
」
と
の

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

当
初
８
人
だ
っ
た
社
員
は
、
10
年
以
上
を
経

て
55
人
ま
で
増
え
た
。
う
ち
障
害
の
あ
る
社
員

が
49
人
（
身
体
障
害
17
人
、
知
的
障
害
７
人
、

精
神
障
害
25
人
）、
親
会
社
で
あ
る
Ｄ
Ｔ
Ｓ
と

Ｄ
Ｔ
Ｓ
パ
レ
ッ
ト
を
合
わ
せ
た
障
害
者
雇
用
率

は
２
・
44
％
（
２
０
２
２︿
令
和
４
﹀年
２
月
28

日
現
在
）
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
か
ら
２
０
２
２
年
３
月
ま
で
代

表
取
締
役
と
Ｄ
Ｔ
Ｓ
の
総
務
部
長
を
兼
務
し
て

い
た
齋さ
い

藤と
う

健け
ん

さ
ん
（
現
在
、
Ｄ
Ｔ
Ｓ
総
務
部
担

当
部
長
）
は
、「
当
初
は
メ
ー
ル
便
や
備
品
交

換
、
会
議
室
の
清
掃
業
務
な
ど
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
が
、
業
務
拡
大
に
務
め
る
な
か
で
、
高

度
で
複
雑
な
仕
事
も
か
な
り
増
え
ま
し
た
」
と

話
す
。
い
ま
で
は
Ｄ
Ｔ
Ｓ
か
ら
発
注
さ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
印
刷
関
連
業
務
の
ほ
か
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
給
与
計
算
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
、
動
画
編
集
な
ど
１
０
０

以
上
の
業
務
を
手
が
け
て
い
る
。

Ｄ
Ｔ
Ｓ
パ
レ
ッ
ト
が
会
社
説
明
会
な
ど
で
使

う
資
料
で
は
、
社
員
の
障
害
種
別
を
詳
し
く
紹

介
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
内
部
障
害
と
し
て
水

頭
症
や
脳
性
麻
痺
、
ジ
ス
ト
ニ
ア
、
免
疫
不
全

症
候
群
、
血
友
病
、
膠こ
う

原げ
ん

病
の
ほ
か
、
精
神
障

害
と
し
て
双
極
性
障
害
や
広
汎
性
発
達
障
害
、

統
合
失
調
症
、注
意
欠
如
・
多
動
性
障
害
、て
ん

か
ん
な
ど
だ
。

定
期
的
な
通
院
が
欠
か
せ
な
い
社
員
も
多

く
、
設
立
当
初
か
ら
月
２
回
ま
で
の
通
院
休
暇

が
取
得
で
き
る
よ
う
制
度
化
し
た
。
ま
た
免
疫

機
能
障
害
の
あ
る
人
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
感

染
経
路
や
病
歴
を
質
問
し
な
い
こ
と
な
ど
を
徹

底
し
、
管
理
部
門
系
の
社
員
を
集
め
て
勉
強
会

も
開
催
。
こ
こ
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
雇
用
指

導
官
と
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
患
者
支
援
調
整
官
）
を

招
き
、
正
し
い
理
解
を
う
な
が
し
た
。

全
社
員
の
半
数
を
超
え
る
知
的
障
害
や
精
神

障
害
の
あ
る
社
員
に
つ
い
て
は
、
月
１
回
以
上

の
面
談
の
ほ
か
、
就
労
移
行
支
援
機
関
の
担
当

者
と
の
情
報
交
換
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

現
場
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
順
を
追
っ
て
説

明
し
て
い
き
た
い
。

Ｄ
Ｔ
Ｓ
パ
レ
ッ
ト
の
本
社
は
、
Ｄ
Ｔ
Ｓ
本
社

か
ら
徒
歩
で
２
分
ほ
ど
離
れ
た
ビ
ル
内
に
あ

る
。
こ
こ
に
入
っ
て
い
る
第
一
事
業
推
進
部
で

は
、
Ｄ
Ｔ
Ｓ
な
ど
か
ら
の
委
託
業
務
を
中
心
に
、

各
種
の
印
刷
か
ら
文
書
デ
ー
タ
化
な
ど
の
Ｐ
Ｃ

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
廃
棄
・
デ
ー
タ

情
報
サ
ー
ビ
ス
関
連
企
業
の

特
例
子
会
社

月
２
回
の
通
院
休
暇
や
勉
強
会

一
人
ひ
と
り
の
能
力
開
発
を
重
視

株式会社DTSパレットのオフィス

個々にフォーカスした人材育成で多様な業務

テレワーク導入で、社員のスキルアップも

コロナ禍を機に、健康管理や相談体制を拡充

個々の能力開発を図り、
業務の幅も広げる

― 株式会社DTSパレット（東京都）―
情報サービスを提供する企業の特例子会社では、入社後に一人ひとりの能力が開花できる

人材育成を実践しながら、100以上の業務拡大につなげてきた。

1
2
3

POINT

代表取締役（取材時）、現在は
DTS総務部担当部長の齋藤健さん
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消
去
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
制
作
・
管
理
な
ど
ま

で
手
広
く
行
っ
て
い
る
。

部
長
の
寺て
ら

村む
ら

明あ
き
ら

さ
ん
は
、
Ｄ
Ｔ
Ｓ
パ
レ
ッ
ト

設
立
時
に
一
般
企
業
か
ら
転
職
し
て
き
た
。「
最

初
の
こ
ろ
は
、
障
害
の
あ
る
人
に
は
ハ
ン
デ
ィ

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
と
ら
え
戸
惑
い
も
あ
り

ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
、
そ
の
認
識
が
間

違
い
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
」
と
い
う
。

知
的
障
害
の
あ
る
社
員
の
一
人
は
、
も
と
も

と
社
内
メ
ー
ル
便
の
配
達
業
務
を
担
当
し
て
い

た
が
、あ
る
と
き
「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
仕
事
も

し
て
み
た
い
」
と
本
人
か
ら
の
申
し
出
が
あ
っ

た
。
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
も
お

願
い
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
問
題
な
く
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ま
は
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

的
な
立
場
と
し
て
、
庶
務
的
な
業
務
も
任
せ
て

い
る
と
い
う
。

「
い
ろ
い
ろ
な
業
務
に
ト
ラ
イ
し
て
い
く
と
、

能
力
の
幅
が
飛
躍
的
に
広
が
る
と
実
感
し
ま

し
た
。
い
ま
で
は
本
人
の
苦
手
な
部
分
で
は
な

く
、
で
き
る
部
分
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
き
な

が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力
開
発
を
重
視
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

寺
村
さ
ん
自
身
も
内
部
障
害
が
あ
り
、
歩
行

時
は
ス
テ
ッ
キ
を
使
っ
て
い
る
が
、
職
場
環
境

に
つ
い
て
は
「
あ
え
て
配
慮
し
す
ぎ
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
」
と
い
う
。
例
え
ば
精
神
障
害
の

あ
る
社
員
向
け
に
は
、
一
人
に
な
れ
る
空
間
を

用
意
す
る
場
所
が
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
自

分
な
り
に
調
整
す
る
よ
う
う
な
が
し
て
い
る
。

「
私
た
ち
障
害
の
あ
る
社
員
は
、
健
常
者
か
ら

の
配
慮
を
当
然
と
考
え
ず
、
自
分
か
ら
近
づ
い

て
い
く
努
力
も
必
要
で
す
」
と
話
す
寺
村
さ
ん

に
は
、
社
員
が
ど
こ
に
行
っ
て
も
活
躍
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
と
い
う
思
い
も
あ
る
。

「
そ
れ
ぞ
れ
自
己
対
処
で
き
る
ス
キ
ル
や
社

会
性
を
高
め
て
、
い
つ
か
『
障
害
者
雇
用
』
と

い
う
言
葉
も
な
く
な
る
社
会
に
し
た
い
と
い
う

の
が
私
の
持
論
で
す
」

２
０
１
５
年
に
Ｄ
Ｔ
Ｓ
か
ら
出
向
し
て
き
た

管
理
部
管
理
課
の
新し
ん

出で

真ま

由ゆ

美み

さ
ん
に
よ
る

と
、
職
場
内
で
は
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
き
や
助
け
て
ほ
し
い
と
き
は
、
自
分
か
ら

具
体
的
に
申
し
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
そ
う

だ
。「
私
た
ち
が
配
慮
を
察
す
る
の
を
本
人
が

期
待
す
る
ほ
う
が
、
か
え
っ
て
気
づ
ま
り
す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
寺
村
さ
ん
か
ら

も
『
荷
物
を
持
っ
て
ほ
し
い
』
と
い
わ
れ
な
け

れ
ば
、
だ
れ
も
手
伝
い
ま
せ
ん
」
と
冗
談
交
じ

り
に
説
明
す
る
。

ち
な
み
に
新
出
さ
ん
は
、
Ｄ
Ｔ
Ｓ
パ
レ
ッ
ト

に
来
て
す
ぐ
に
、
障
害
の
あ
る
社
員
か
ら
す
す

め
ら
れ
て
障
害
者
職
業
生
活
相
談
員
の
資
格
認

定
講
習
を
受
け
た
そ
う
だ
。「
何
も
知
ら
な
か
っ

た
者
に
と
っ
て
、
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
」
と
、

そ
の
後
は
自
ら
ほ
か
の
社
員
に
呼
び
か
け
講
習

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
12
人
が
相
談
員
の
資
格

を
持
つ
。
う
ち
８
人
が
障
害
の
あ
る
社
員
だ
。

 

一
方
で
寺
村
さ
ん
や
新
出
さ
ん
た
ち
は
、
職

場
で
の
社
員
の
様
子
を
見
な
が
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
気
持
ち
を
打
ち
明
け
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
や
り
方
は
臨
機

応
変
に
変
え
て
き
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
以
前

は
、
急
に
休
ん
だ
翌
日
な
ど
は
必
ず
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
て
い
た
が
、「
理
由
を
聞
か
れ
た
く

な
い
こ
と
も
あ
る
」
と
の
意
見
が
出
た
こ
と
か

ら
、
い
ま
は
必
要
に
応
じ
て
実
施
。
新
出
さ
ん

は
、
女
性
社
員
が
生
理
な
ど
で
休
ん
だ
と
き
に

は
さ
り
げ
な
く
業
務
を
調
整
す
る
な
ど
、
細
や

か
な
対
応
に
も
気
を
配
っ
て
い
る
。

ま
た
、
社
員
が
互
い
を
理
解
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
も
努
め
て
い
る
。
ま
ず
は
寺
村
さ
ん
が

意
識
的
に
話
し
か
け
る
が
、
雑
談
の
な
か
で
「
あ

の
人
は
こ
ん
な
趣
味
が
あ
る
」
な
ど
と
ち
ょ
っ

と
し
た
情
報
を
伝
え
、
社
員
同
士
の
会
話
が
つ

な
が
り
や
す
く
な
る
よ
う
種
を
ま
い
て
お
く
の

だ
と
い
う
。
実
際
、
そ
れ
を
機
に
職
場
内
の
会

話
が
活
性
化
し
て
い
る
そ
う
だ
。

職
場
内
で
の
会
話
を
大
事
に

障害のある社員と面談を行う寺村さん山本さんは、
パソコン管理業務などを担当する

第一事業推進部長の
寺村明さん

管理部管理課の
新出真由美さん

第一事業推進部イノベー
ション課の山本拓海さん
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職
場
で
の
会
話
で
、
大
き
く
人
生
が
変
わ
っ

た
と
い
う
社
員
も
い
る
。
２
０
１
８
年
入
社
の

山や
ま

本も
と

拓た
く

海み

さ
ん
（
38
歳
）
だ
。「
大
学
受
験
時

に
体
調
を
崩
し
、
そ
れ
か
ら
12
年
ほ
ど
引
き
こ

も
り
状
態
で
し
た
」
と
明
か
す
山
本
さ
ん
は
、

自
宅
で
得
た
パ
ソ
コ
ン
知
識
を
活
か
し
、
就
労

支
援
団
体
の
紹
介
で
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
講
師

を
週
１
回
、
半
年
間
や
り
通
し
た
。
そ
の
間

に
初
め
て
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
診
断
を
受

け
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
に
２
年
ほ
ど
通
っ

た
後
、
Ｄ
Ｔ
Ｓ
パ
レ
ッ
ト
に
採
用
さ
れ
た
。

当
初
は
第
一
事
業
推
進
部
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

課
で
デ
ー
タ
入
力
な
ど
の
業
務
を
担
当
し
て
い

た
が
、
い
ま
は
Ｄ
Ｔ
Ｓ
の
パ
ソ
コ
ン
管
理
業
務

な
ど
も
担
当
。
昨
年
は
、
社
員
５
人
で
Ｄ
Ｔ
Ｓ
パ

レ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も

手
が
け
た
。「
チ
ー
ム
で
仕
事
を
進
め
る
の
は

初
め
て
で
し
た
が
、
た
い
へ
ん
な
が
ら
も
、
や

り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
い
う
山
本
さ
ん
は
、

「
自
分
が
、
こ
ん
な
に
話
せ
る
人
間
に
な
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
ふ
り
返
る
。

山
本
さ
ん
は
、
学
生
時
代
に
自
分
か
ら
話
し

か
け
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
く
、
職
場
で
も
最
初
は

相
槌
を
打
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。

「
上
司
が
昼
休
み
に
私
の
と
こ
ろ
に
き
て
雑

談
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
会
話
に
慣
れ
て

い
き
ま
し
た
。
素
の
部
分
を
出
す
よ
う
に
な
る

と
周
囲
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
、
自
分
も
話
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
ま
は
自
宅
よ
り
も
職

場
の
ほ
う
が
居
心
地
が
い
い
で
す
」

最
近
は
、
得
意
の
「
整
理
整
と
ん
術
」
も
発

揮
し
て
い
る
。「
物
や
デ
ー
タ
の
整
理
が
苦
手
な

人
も
い
て
業
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、『
こ
の

部
分
を
整
理
し
た
ら
も
っ
と
よ
く
な
り
ま
す
』

と
提
案
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
快
く
協
力

し
て
く
れ
て
、
業
務
の
流
れ
が
ず
い
ぶ
ん
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
山
本
さ
ん
は
、「
自

分
な
り
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
職
場
改
善
に
貢

献
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ

て
く
れ
た
。

 

Ｄ
Ｔ
Ｓ
本
社
内
に
あ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

で
働
く
社
員
に
も
話
を
聞
い
た
。
第
二
事
業
推

進
部
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
課
の
二に
の

宮み
や

一い
っ

起き

さ
ん

（
30
歳
）
は
、
Ｄ
Ｔ
Ｓ
パ
レ
ッ
ト
設
立
時
に
入
社
。

高
校
卒
業
後
い
っ
た
ん
職
業
訓
練
校
で
パ
ソ
コ
ン

ス
キ
ル
や
簿
記
な
ど
を
学
び
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
合
同
面
接
会
を
経
て
採
用
さ
れ
た
。
職
場
で

は
お
も
に
メ
ー
ル
便
の
仕
分
け
や
配
達
、
郵
送

準
備
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。
各
部
署
の
郵
便

料
金
を
集
計
す
る
な
ど
複
雑
な
内
容
も
あ
り
、

仕
事
の
手
順
を
覚
え
る
の
に
苦
労
し
た
が
、
メ

モ
を
取
る
な
ど
し
て
乗
り
越
え
て
き
た
。
い
ま

で
は
後
輩
に
仕
事
を
教
え
る
立
場
で
、「
少
し
で

も
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い

け
る
存
在
に
な
り
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

た
。
ま
た
、
鉄
道
フ
ァ
ン
と
し
て
つ
ち
か
っ
た

カ
メ
ラ
の
腕
前
を
活
か
し
、
社
員
証
の
写
真
撮

影
や
登
録
作
業
も
担
当
し
て
い
る
そ
う
だ
。

２
０
１
４
年
に
入
社
し
た
第
二
事
業
推
進
部

Ｂ
Ｐ
Ｏ
サ
ー
ビ
ス
課
の
吉よ
し

野の

浩こ
う

一い
ち

さ
ん（
41
歳
）

は
、
以
前
は
ビ
ル
清
掃
会
社
の
ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
10
年
ほ
ど
働
い
て
い
た
と
い
う
。
30
歳
を

過
ぎ
て
「
正
社
員
に
な
り
た
い
」
と
思
い
立
ち
、

地
元
の
就
労
移
行
支
援
事
業
所
を
経
て
Ｄ
Ｔ
Ｓ

パ
レ
ッ
ト
に
採
用
さ
れ
た
。
入
社
後
は
、
印
刷

物
の
検
品
な
ど
を
担
当
し
て
い
た
が
、
３
年
前

か
ら
は
Ｄ
Ｔ
Ｓ
の
福
利
厚
生
関
連
の
書
類
作
成

な
ど
も
任
さ
れ
て
い
る
。「
必
要
に
応
じ
て
エ
ク

セ
ル
や
ワ
ー
ド
も
自
分
で
勉
強
し
て
い
き
ま
し

た
。
少
し
ず
つ
関
数
も
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
」
と
手
ご
た
え
を
語
る
。「
む
ず
か
し

い
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
楽
し
く
な
っ

て
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
す
ぐ
に
上
司
に
聞
く
よ
う
に
し
て
、
う
ま

く
や
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
た
。

２
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
見
守
っ
て
い
た
第

清
掃
の
仕
事
か
ら
事
務
系
に

山本さんは、
パソコン管理業務などを担当する

社員証の写真撮影を行う二宮さん吉野さんは、
福利厚生関連の書類作成も担当する

第二事業推進部ビジネス
サポート課の二宮一起さん

第二事業推進部BPO
サービス課の吉野浩一さん
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二
事
業
推
進
部
長
の
加か

賀が

康や
す

彦ひ
こ

さ
ん
に
、
職
場

で
心
が
け
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
。「
先
日
も
、

あ
る
社
員
か
ら
『
障
害
者
の
働
く
現
場
で
ど
ん

な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
い
い
か
』
と
聞
か
れ

ま
し
た
が
、
決
ま
っ
た
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

ね
。
や
は
り
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
対
応
に

尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
職
場
内
で
、
だ

れ
か
ら
も
不
公
平
だ
と
と
ら
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
ね
」
と
し
た
う
え
で
、こ
う
語
っ
た
。

「
社
員
た
ち
に
は
、『
お
金
を
も
ら
っ
て
働
い

て
い
る
の
だ
』
と
い
う
こ
と
も
自
覚
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
家
庭
や
学

校
に
し
っ
か
り
守
ら
れ
て
き
た
社
員
も
少
な
く

な
く
、
社
会
人
と
し
て
自
立
し
て
い
く
姿
勢
も

育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

 

Ｄ
Ｔ
Ｓ
パ
レ
ッ
ト
で
は
２
０
１
８
年
、
テ
レ

ワ
ー
ク
に
よ
る
「
在
宅
勤
務
制
度
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
当
時
、
下
肢
障
害
の
あ
る
社
員
ら

が
中
心
と
な
っ
て
提
案
し
、
９
カ
月
間
の
試
行

期
間
を
経
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
課
題
な
ど
も

ク
リ
ア
し
実
現
さ
せ
た
そ
う
だ
。

現
在
５
人
の
社
員
が
在
宅
勤
務
を
主
と
し
た

働
き
方
を
し
て
い
る
。
そ
の
一
人
が
２
０
２
０

年
に
入
社
し
た
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
三み

谷た
に

清さ
や

花か

さ
ん（
28
歳
）だ
。
筑
波
技
術
大
学
で
デ
ザ
イ
ン

を
学
び
、
別
企
業
の
特
例
子
会
社
で
ウ
ェ
ブ
広

告
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
手
が
け
て
い
た
。
多
く

の
こ
と
を
学
び
成
長
で
き
た
そ
う
だ
が
、
大
き

な
職
場
で
心
身
の
疲
れ
が
た
ま
り
退
職
。
１
年

ほ
ど
休
養
後
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
人
票
を
見

つ
け
「
在
宅
勤
務
可
と
い
う
条
件
を
見
て
、
働

き
や
す
い
と
感
じ
応
募
し
ま
し
た
」
と
い
う
。

最
初
の
３
カ
月
間
は
職
場
の
雰
囲
気
な
ど
を

知
る
た
め
に
出
社
も
し
て
、
自
分
の
具
体
的
な

障
害
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、
積
極

的
に
交
流
す
る
よ
う
に
し
た
そ
う
だ
。
日
ご
ろ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
三
谷
さ
ん
が
あ

る
程
度
発
声
で
き
る
ほ
か
、
複
雑
な
内
容
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
音
声
変
換
ア
プ
リ
や
デ
ジ
タ

ル
メ
モ
を
活
用
し
て
や
り
取
り
す
る
な
ど
、
ほ

か
の
社
員
の
理
解
の
も
と
、
努
力
し
て
い
る
。

三
谷
さ
ん
は
第
一
事
業
推
進
部
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
課
で
、
Ｄ
Ｔ
Ｓ
か
ら
依
頼
さ
れ
る
印
刷

物
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
て
い
る
。
前
職

で
の
豊
富
な
経
験
を
買
わ
れ
、
い
ま
は
パ
ソ
コ
ン

ソ
フ
ト
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ

プ
の
操
作
ス
キ
ル
な
ど
も
教
え
る
立
場
だ
。
テ

レ
ワ
ー
ク
が
基
本
の
た
め
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を

駆
使
し
な
が
ら
業
務
を
進
め
て
い
る
。「
チ
ャ
ッ

ト
機
能
を
使
う
ほ
う
が
、
正
確
に
早
く
伝
え
合

え
ま
す
ね
。
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
も
人
に
教
え
る

こ
と
も
好
き
な
の
で
、
い
ま
の
職
場
は
、
と
て
も

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」

ち
な
み
に
三
谷
さ
ん
は
中
学
か
ら
大
学
ま
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
続
け
、過
去
に
は
社
会
人
チ
ー

ム
で
全
国
大
会
に
出
場
し
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
は
日
本
代
表
候
補
と
し
て
活
動
し
た

経
験
も
あ
る
そ
う
だ
。

 

東
京
都
で
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

た
２
０
２
０
年
４
月
以
降
、
Ｄ
Ｔ
Ｓ
パ
レ
ッ
ト

の
社
員
も
多
く
が
一
時
自
宅
待
機
と
な
っ
た
。

仕
事
へ
の
不
安
や
体
調
の
悪
化
な
ど
を
訴
え
る

社
員
の
声
を
聞
い
た
新
出
さ
ん
た
ち
は
、
す
ぐ

に
電
話
相
談
窓
口
の
設
置
を
決
め
た
。
５
月
に

企
画
を
立
ち
上
げ
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
名
称

は
、m

マ
イ
ン
ド

ind r

リ
ラ
ク
シ
ン
グ

elaxing r

ル
ー
ム

oom

（
心
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
る
部
屋
、
の
意
）
の
頭
文
字
を
取
っ
て

「
み
れ
ろ
」
と
し
た
。
相
談
時
間
は
平
日
９
時

半
～
17
時
、
１
回
40
分
で
何
回
で
も
利
用
で
き

る
。
窓
口
は
新
出
さ
ん
が
務
め
て
い
る
。

ま
た
社
員
に
は
、
体
調
や
不
安
事
項
な
ど
を

記
入
す
る
健
康
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
週
１
回
実

施
し
、
メ
ー
ル
で
新
出
さ
ん
あ
て
に
送
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
な
か
に
は
メ
ー
ル
を
送
っ
た
こ

と
の
な
い
社
員
も
い
た
た
め
、
一
人
ず
つ
教
え

テ
レ
ワ
ー
ク
で
力
を
発
揮

電
話
相
談
窓
口
「
み
れ
ろ
」

画面共有機能やチャットなどを活用し
業務を行う三谷さん

第二事業推進部長の
加賀康彦さん

第一事業推進部イノベー
ション課で働く三谷清花さん
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た
が
、
思
わ
ぬ
効
果
も
も
た
ら
し
た
。
例
え
ば

あ
る
社
員
に
「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
文

体
で
メ
ー
ル
を
送
っ
て
み
よ
う
。
自
分
で
ネ
ッ

ト
検
索
し
て
作
成
し
て
み
て
」
と
う
な
が
し
た

と
こ
ろ
、
驚
く
ほ
ど
整
っ
た
文
章
を
送
っ
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
や
り

方
も
学
び
、
今
春
の
年
度
末
会
議
に
は
初
め
て

全
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
、
議
決
を
採
っ

た
そ
う
だ
。

健
康
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
が
習
慣
化
す

る
な
か
で
、
各
自
の
気
持
ち
の
波
を
把
握
し
や

す
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
新
出
さ
ん
は
「
社

員
に
よ
っ
て
長
文
を
書
い
て
き
た
り
、『
何
も

な
い
』
と
書
く
の
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
意
味
だ
っ
た
り
、

突
然
送
っ
て
こ
な
く
な
る
と
鬱う
つ

状
態
だ
っ
た
り

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
電
話
で
も
フ
ォ
ロ
ー
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
。「
み
れ
ろ
」
の
電

話
相
談
は
月
30
件
ほ
ど
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

 

Ｄ
Ｔ
Ｓ
パ
レ
ッ
ト
で
は
、
Ｄ
Ｔ
Ｓ
な
ど
か
ら

業
務
を
請
け
負
う
際
、
通
常
の
取
引
と
同
じ
よ

う
に
営
業
活
動
を
し
て
き
た
。
相
手
が
グ
ル
ー

プ
会
社
で
も
、
ほ
か
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を

取
っ
て
比
較
さ
れ
な
が
ら
値
段
交
渉
し
、
初
め

て
請
け
負
う
業
務
の
場
合
は
“
お
試
し
用
”
と

し
て
さ
ら
に
低
め
の
価
格
も
提
示
し
て
い
る
。

肝
心
の
業
務
の
中
身
は
、
予
想
を
上
回
る
成

果
を
上
げ
て
き
た
。
例
え
ば
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
の
印
刷
は
、
通
常
な
ら
印
刷
の
汚
れ
や
乱
れ

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ぐ
ら
い
だ
が
、
知
的
障
害
の

あ
る
社
員
が
誤
字
脱
字
ま
で
見
つ
け
だ
し
た
。

ま
た
、
Ｄ
Ｔ
Ｓ
か
ら
年
賀
状
の
宛
名
印
刷
を
依

頼
さ
れ
た
と
き
は
、
社
員
自
ら
リ
ス
ト
の
住
所

や
代
表
者
の
変
更
な
ど
を
調
べ
あ
げ
て
い
た
と

い
う
。「
彼
ら
が
自
主
的
に
契
約
内
容
以
上
の

仕
事
を
す
る
こ
と
で
、
先
方
か
ら
の
信
頼
も
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
新
出
さ
ん
。
一
方

で
寺
村
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

「
少
し
む
ず
か
し
い
業
務
に
挑
戦
し
な
が
ら
、

社
員
た
ち
は
急
激
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
き
ま

し
た
。
私
た
ち
も
、
彼
ら
を
育
て
て
い
く
と
い

う
強
い
思
い
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

寺
村
さ
ん
の
積
極
的
な
姿
勢
は
、
社
長
だ
っ

た
齋
藤
さ
ん
を
も
動
か
し
た
。「
寺
村
部
長
に
相

談
す
る
と
、果
敢
に『
や
り
ま
す
よ
』と
い
っ
て
く

れ
る
の
で
、
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
仕
事
も
思
い
切
っ

て
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」。

ま
た
齋
藤
さ
ん
も
、
兼
務
し
て
い
た
Ｄ
Ｔ
Ｓ

の
総
務
部
長
と
し
て
、
積
極
的
に
業
務
の
依
頼

を
進
め
て
き
た
と
い
う
。
Ｄ
Ｔ
Ｓ
パ
レ
ッ
ト
は

２
年
前
か
ら
、
Ｄ
Ｔ
Ｓ
の
年
１
回
の
統
合
報
告

書
の
編
集
担
当
と
し
て
構
成
・
レ
イ
ア
ウ
ト
作

業
を
行
う
ほ
か
、
株
主
総
会
で
流
す
動
画
制
作

も
手
が
け
て
い
る
。最
近
で
は
、Ｄ
Ｔ
Ｓ
の
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト
を
全
面
刷
新
す
る
に
あ
た
り
、

そ
の
一
部
を
担
当
し
て
評
価
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

英
語
が
で
き
る
社
員
が
い
た
こ
と
か
ら
英
語
版

の
制
作
も
全
面
的
に
請
け
負
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
齋
藤
さ
ん
が
気
を
つ
け

て
き
た
の
は
、
仕
事
が
で
き
る
か
ら
と
い
っ
て

頼
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
そ
う
だ
。

「
業
務
に
よ
っ
て
は
納
期
が
厳
し
か
っ
た
り
、
修

正
の
く
り
返
し
が
常
だ
っ
た
り
す
る
の
で
、
知

ら
ぬ
間
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
大
き
く
な
り
、
無

理
を
し
て
体
調
を
崩
す
社
員
が
出
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
Ｄ
Ｔ
Ｓ
総
務
部
の
社
員
た
ち
も
、
つ

い
通
常
の
外
部
委
託
の
よ
う
に
頼
っ
て
し
ま
う

の
で
、
私
が
合
間
を
見
て
ペ
ー
ス
を
配
分
す
る

よ
う
注
意
を
う
な
が
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
齋

藤
さ
ん
は
、
最
後
に
こ
う
語
っ
て
く
れ
た
。

「
Ｄ
Ｔ
Ｓ
パ
レ
ッ
ト
の
社
員
た
ち
は
、
驚
く
ほ

ど
の
高
い
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
た
り
、
以
前
は

一
般
企
業
で
活
躍
し
て
い
た
り
し
た
人
も
い
て
、

一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
せ

て
い
る
職
場
だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
パ
レ
ッ
ト
と
い
う
社
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、

い
ろ
い
ろ
な
カ
ラ
ー
を
持
っ
た
個
性
を
活
か
し

合
い
な
が
ら
、
社
員
が
活
き
活
き
と
働
け
る
よ

う
な
職
場
を
目
ざ
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」

よ
り
高
度
な
業
務
を
請
け
負
う

業務用印刷機が並ぶDTSパレットの印刷室
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第 3回第 3回

はじめてのはじめての
障害者雇用Ⅱ障害者雇用Ⅱ
　これから障害者雇用に取り組もうとしているみなさまへの入門企画とし
て、障害のある人が働きやすい職場環境を整えるために、どのようなこと
を行っていったらよいのか、取組み方法や事例を紹介します。第３回は、
「聴覚障害のある人」が働きやすい職場づくりについてお伝えします。

クローズクローズ
アップアップ

〈
聴
覚
障
害
と
は
〉

　
聴
力
に
な
ん
ら
か
の
障
害
が
あ
る
た

め
に
、
音
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
り
、
聞
こ

え
に
く
か
っ
た
り
す
る
状
態
の
こ
と
で

す
。
障
害
の
状
態
や
程
度
は
個
人
差
が
大

き
く
、
ま
た
、
聴
力
を
失
っ
た
年
齢
や
受

け
て
き
た
教
育
の
違
い
な
ど
に
よ
っ
て
「
発

声
・
発
語
」
が
で
き
る
か
、「
読
話
」
や
「
口

話
」
、「
手
話
」
な
ど
の
習
得
に
も
大
き
な

違
い
が
あ
り
、
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
や
配
慮
事
項
は
人
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

〈
職
場
に
お
け
る
配
慮
事
項
〉

　

聴
覚
障
害
の
あ
る
人
は
、
健
常
者
に
比

べ
て
、
情
報
の
入
手
方
法
が
少
な
く
な
り

が
ち
で
す
の
で
、
一
緒
に
働
く
人
た
ち
に

は
、ど
の
よ
う
な
手
段
で
情
報
を
伝
え
る
の

が
適
切
な
の
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
や
、
情
報
が
伝

わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
人
は
、
業
務

時
間
を
知
ら
せ
る
チ
ャ
イ
ム
や
緊
急
放
送

な
ど
の
音
に
よ
る
通
知
に
気
づ
か
な
い
こ

と
が
あ
る
の
で
、
合
図
や
連
絡
、
危
険
な

場
所
や
危
険
の
発
生
を
視
覚
で
確
認
で
き

る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
配
慮
も
必
要
で

す
。

～障害のある人が働きやすい職場づくり～～障害のある人が働きやすい職場づくり～

　

ウ
シ
オ
電
機
株
式
会
社
は
、
２
０
１
７（
平

成
29
）年
7
月
か
ら｢

一
人
ひ
と
り
に
焦
点

を
当
て
た
経
営｣

の
よ
り
一
層
の
推
進
を
目
ざ

し
、｢

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
２

０
２
２
年
度
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
Ｐ
Ｊ
」
に
改
称
）｣

を
推
進
し

て
い
ま
す
。
そ
の
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
発

足
し
た
「
障
が
い
者
雇
用
分
科
会
」（
以
下
、

「
分
科
会
」）で
は
、
だ
れ
も
が
安
心
・
安
全
に

活
き
活
き
と
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
目
ざ
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

｢

『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の

特
徴
は
、
人
事
部
門
だ
け
で
は
な
く
、
一
般

の
社
員
の
な
か
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
、

当
事
者
の
声
も
取
り
入
れ
な
が
ら
活
動
し
て

い
る
こ
と
で
す
。『
分
科
会
』は
、
障
害
者
雇

用
に
関
心
が
あ
り
、
地
域
や
所
属
部
署
が
異

な
る
７
人
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
運
営
さ
れ
て

聴
覚
障
害
の
特
性
と
配
慮
す
る
ポ
イ
ン
ト

事
例

聴覚
障害

障
害
者
雇
用
に
関
心
の
あ
る

メ
ン
バ
ー
が
取
組
み
を
牽
引

● 電話関連機器
  受話器に取りつけたり、電話機本体に接続したり、受
話器ごと交換するなどして、音量の増幅や骨伝導によ
り聴き取りやすくするための機器

● 磁気ループシステム　
  磁気誘導によって音声をテレコイル対応の補聴器など
に伝達し、増幅して聴くことができる。また、マイク
からの信号が直接ループに伝えられるため、周囲の雑
音を押さえ、高音質を保つことができる

● 屋内信号装置
  離れた場所にいても、業務上の連絡事項や緊急時の連
絡などの必要情報を送信し、光信号またはバイブレー
ション機能を持つ受信機で知らせるための機器

● 筆談支援機器
  くり返し使用できる筆談ボード

● 音声認識ソフトウェア
 話した言葉を、パソコンの画面に文字で表示するツール

● 文章音声化コミュニケーション支援ソフト
  パソコン上の文章を、音声として読み上げるツール

● メール着信通知装置
 メールの着信を、光と音で知らせる機器

聴覚障害者のための就労支援機器の例

ウ
シ
オ
電
機
株
式
会
社   

（
東
京
都
千
代
田
区
）

◆
事
業
内
容　

光
応
用
製
品
事
業
な
ら
び
に
産
業
機
械
お
よ
び
そ

の
他
事
業

◆
従
業
員
数　

　

ウ
シ
オ
電
機
本
体　

　

１
７
０
７
人
（
グ
ル
ー
プ
計
５
０
５
３
人
）

　
　
　
　
　
　
（
２
０
２
１
年
３
月
現
在
）
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い
ま
す｣

と
、
分
科
会
リ
ー
ダ
ー
で
人
事
部
の

伏ふ
し

見み

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

活
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
取
り
組
ん
だ

の
が
、
障
害
の
あ
る
社
員
全
員
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
で
す
。
そ
の
結
果

か
ら
わ
か
っ
た
聴
覚
障
害
の
あ
る
社
員
の
困

り
ご
と
や
意
見
を
も
と
に
、
施
設
改
善
な
ど

に
取
り
組
み
は
じ
め
た
の
が
、
マ
ザ
ー
工
場

で
あ
る
播
磨
事
業
所
で
し
た
。

｢

当
社
で
働
く
障
害
の
あ
る
社
員
の
う
ち
、

も
っ
と
も
人
数
が
多
い
の
が
聴
覚
障
害
の
あ

る
社
員
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
生
産
拠
点

の
あ
る
播
磨
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、播
磨
事
業
所
で
は
、聴
覚
障
害
の

あ
る
社
員
に
対
す
る
取
組
み
を
中
心
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
『
見
通
し
の
悪
い

階
段
を
昇
っ
た
り
降
り
た
り
す
る
際
に
、
足

音
で
人
が
来
る
こ
と
に
気
が
つ
か
ず
に
、
ぶ

つ
か
り
そ
う
に
な
る
こ
と
が
多
い
』
と
い
う

声
を
ふ
ま
え
、
職
場
を
巡
視
し
、
危
な
い
場

所
に
は
ミ
ラ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
の
改
善
策

を
講
じ
て
い
ま
す
」と
、分
科
会
の
メ
ン
バ
ー

で
、
総
務
部
の
香こ

う

山や
ま

さ
ん
は
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、特
に
印
象
的
だ
っ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
『
孤
立
感
』
で
す
」
と
、

分
科
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
品
質
保
証
部
の
成な

り

田た

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

「
以
前
は
、
朝
礼
や
社
内
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の

際
に
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
社
員
は
、
話
の
流

れ
に
つ
い
て
い
く
の
が
む
ず
か
し
い
よ
う
に

見
え
ま
し
た
が
、
当
事
者
も
周
囲
の
社
員
も

『
仕
方
が
な
い
』
と
、
あ
き
ら
め
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る

た
め
に
、
分
科
会
で
は
環
境
整
備
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
例
え
ば
、
『
Ｕ
Ｄ
ト
ー
ク
』
や

『M
icrosoft T

eam
s

』
の
文
字
起
こ
し
機

能
な
ど
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
音
声
を
文
字
に

変
換
す
る
機
器
や
、
手
話
通
訳
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
筆
談
用
の
電

子
メ
モ
パ
ッ
ド
を
聴
覚
障
害
の
あ
る
社
員
に

配
布
し
、
受
付
や
食
堂
な
ど
の
共
有
ス
ペ
ー

ス
に
も
設
置
す
る
な
ど
、
筆
談
で
会
話
を
し

や
す
い
よ
う
に
環
境
を
整
え
ま
し
た
」

　

同
時
に
力
を
入
れ
た
の
が
、
啓
発
活
動
で

す
。
播
磨
事
業
所
に
は
約
１
０
０
０
人
も
の

従
業
員
が
勤
務
し
て
い
る
た
め
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
取
組
み
を
推
進
さ
せ
る
た
め
に

は
、
社
内
の
理
解
を
う
な
が
す
こ
と
が
必
須

だ
と
考
え
た
そ
う
で
す
。

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

１
カ
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
社
員
向
け
の

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
Ｐ
Ｊ

マ
ガ
ジ
ン
』
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

聴
覚
障
害
の
あ
る
社
員
に
よ
る
コ
ラ
ム
を
掲

載
す
る
な
ど
、
当
事
者
か
ら
の
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
の
業
務
で
パ
ソ
コ
ン

を
使
用
し
て
い
な
い
社
員
も
多
い
の
で
、
播

磨
事
業
所
で
は
コ
ラ
ム
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
た
も
の
を
掲
示
板
に
貼
っ
て
目
に
つ
き

や
す
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
工
夫
し
て
い
ま

す
」
と
、
分
科
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
営
業
部
の

阪さ
か

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
社
員
食
堂
に
手
話
の
動
画
を

投
影
し
た
り
、
障
害
の
あ
る
社
員
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
社
内
セ
ミ
ナ
ー
や
手
話
勉

強
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
一
般
の
社
員
が
、

障
害
者
雇
用
や
障
害
の
あ
る
社
員
の
こ
と
を

自
然
に
理
解
で
き
る
よ
う
な
取
組
み
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

分
科
会
の
結
成
か
ら
５
年
目
を
迎
え
、
社

内
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
認
知
度
も
少
し

ず
つ
上
が
っ
て
お
り
、
障
害
の
あ
る
社
員
に

対
す
る
理
解
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

成
田
さ
ん
は
、「
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い

こ
と
や
、
と
り
か
か
れ
て
い
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
が
、
当
事
者
の
視
点
に
立
っ
て
、
い

ま
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
細
か
な

点
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
、
播
磨
事

業
所
に
お
け
る
聴
覚
障
害
の
あ
る
社
員
に
対

し
て
の
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、
そ
の
ほ
か
の
障
害
の
あ
る
社
員
に

対
す
る
取
組
み
も
強
化
し
、
全
社
的
に
標
準

化
し
た
展
開
を
目
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
い
い
ま
す
。

　

伏
見
さ
ん
は
、
「
障
害
者
雇
用
や
障
害
の

あ
る
社
員
に
対
す
る
理
解
は
、
一
朝
一
夕
に

広
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一

人
で
も
多
く
の
理
解
者
、
協
力
者
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　播磨事業所での聴覚障害者を取
り巻く環境は良くなってきたと思
います。最近AED講習会があり
ましたが、聴覚障害者だけの会を
企画していただき、手話通訳者を
通じて、ざっくばらんに質問がで
き安心感がありました。他の事業
所や会社全体にも、もっと理解が
広まってくれればよいと思ってい
ます。　　　　（製造部 中

なか

村
むら

さん）

聴覚障害のある社員のコメント

聴覚障害のある社員が書いたコラ
ムが掲載されている「ダイバーシ
ティＰＪマガジン」を、だれでも
読めるよう掲示板に掲示している

聴覚障害のある社員からの声を
ふまえ、通路にミラーを設置し、
ヒヤリ・ハットを解消した

出退勤カードリーダー。音だけで
はなく光により、カードが読み取
れているかを確認できる

聴覚障害のある社員に配布し
た筆談用のメモパッド

（写真提供：ウシオ電機株式会社）

社
内
の
理
解
向
上
が

取
組
み
の
カ
ギ
に

地
道
で
継
続
し
た
活
動
が
必
要

今号14ページで就労支援機器をご紹介しています。ぜひご覧ください！

11



働く広場  2022.6

J E E D   インフォメーション
～高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ～

＜お問合せ先＞　職業リハビリテーション部 研修課　TEL：043-297-9095　E-mail：stgrp@jeed.go.jp

⬅各種研修の詳細はこちら
https://www.jeed.go.jp/disability/supporter/supporter04.html

研　修 日　程 場　所
就業支援基礎研修
【対象】就業支援を担当する方
【内容】 就業支援のプロセス、障害特性と職業

的課題、障害者雇用施策、ケーススタ
ディなど

各地域障害者職業センターのホームページなどで
別途ご案内いたします。 各地域障害者

職業センター
など

就業支援実践研修
精神障害・発達障害・高次脳機能障害コース
【対象】就業支援の実務経験 2年以上の方
【内容】 障害別のアセスメント、支援ツールの

活用方法、ケーススタディなど

10～12月に全国14エリアで開催します。
当機構ホームページなどで別途ご案内いたします。

全国14エリア
の地域障害者
職業センター
など

就業支援スキル向上研修
精神障害・発達障害・高次脳機能障害コース
【対象】就業支援の実務経験 3年以上の方
【内容】 障害別の支援技法、職リハに関する

最新情報、ケーススタディなど

令和5年1月18日（水）～1月20日（金） 千葉県千葉市

就業支援課題別セミナー
【対象】  障害者の就労や雇用に関する支援を担当

している方
【内容】  令和４年度のテーマは「雇用継続支援」です

令和4年11月2日（水） オンライン
形式

職場適応援助者養成研修
【対象】 訪問型・企業在籍型職場適応援助者

（ジョブコーチ）としての援助を行う
予定の方など

【内容】 ジョブコーチの役割、作業指導の実際、
ケースから学ぶジョブコーチ支援の
実際、職場における雇用管理の実際、
支援記録の作成など

 ※ 集合研修 4日＋地域障害者職業センターで
の実技研修 4日程度

※対象地域は以下のとおりです
東日本： 北海道、東北、関東甲信越、静岡、

富山
西日本： 東海（静岡を除く）、北陸（富山を

除く）、近畿、中国、四国、九州、
沖縄

4月期 東日本対象：令和4年4月19日（火）～4月22日（金） 千葉県千葉市

西日本対象：令和4年4月19日（火）～4月22日（金） 大阪府大阪市

6月期 東日本対象：令和4年6月21日（火）～6月24日（金） 千葉県千葉市

西日本対象：令和4年6月28日（火）～7月1日（金） 大阪府大阪市

8月期
東日本対象：令和4年8月23日（火）～8月26日（金） 千葉県千葉市

西日本対象：令和4年8月30日（火）～9月2日（金） 大阪府大阪市

10月期 全国対象：令和4年10月18日（火）～10月21日（金） 千葉県千葉市

12月期
東日本対象：令和4年12月20日（火）～12月23日（金） 千葉県千葉市

西日本対象：令和4年12月20日（火）～12月23日（金） 大阪府内

2月期 全国対象：令和5年2月14日（火）～2月17日（金） 千葉県千葉市

職場適応援助者支援スキル向上研修
【対象】 ジョブコーチとして1年以上の実務経

験のある訪問型・企業在籍型職場適応
援助者の方

【内容】 精神・発達障害者のアセスメントや
支援方法、アンガーコントロール支
援、意見交換、ケーススタディなど

第1回 全国対象：令和4年5月31日（火）～6月3日（金） 千葉県千葉市

第2回 全国対象：令和4 年 8 月 2 日（火）～8 月5 日（金）  大阪府大阪市

第3回 全国対象：令和4 年 9 月 27 日（火）～9 月30 日（金）  千葉県千葉市

第4回 全国対象：令和5 年 1 月 31 日（火）～2 月3 日（金）  大阪府大阪市

 当機構では、医療・福祉などの関係機関で障害のある方の就業支援を担当する方を対象に、職業リハビリテーション
に関する知識や技術の習得と資質の向上を図るための研修を実施しています。受講料は無料です。
 各研修の詳細・お申込み先などは、当機構のホームページ（https://www.jeed.go.jp）のサイト内検索（各研修名で

検索）でご確認ください。みなさまの受講を心よりお待ちしています。

就
業
支
援
担
当
者
の
方
へ
の
研
修

職
場
適
応
援
助
者
（
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）
に
関
す
る
研
修

検索◯◯障害者職業センター
※◯◯には都道府県名を入力

2022年度（令和4年度）
職業リハビリテーションに関する研修のご案内

終了しました

受付は
終了しました
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J E E D  I N F O R M AT I O N

※2022年5月10日現在
新型コロナウイルス感染症の影響により、変更される場合があります 

開催地によっては、開催日や種目などで会場が異なります
参加選手数の増減などにより、変更される場合があります

地方アビリンピック 検索

都道府県 開 催 日 会　場

滋　賀 11月26日（土） 近畿職業能力開発大学校附属　
滋賀職業能力開発短期大学校

京　都 2月中旬 京都府立京都高等技術専門校／
京都府立京都障害者高等技術専門校

大　阪
①～③
6月18日（土）
①7月2日（土）

①関西職業能力開発促進センター／②社
会福祉法人日本ライトハウス視覚障害リ
ハビリテーションセンター／③社会福祉
法人大阪市障害者福祉・スポーツ協会　
大阪市職業リハビリテーションセンター

兵　庫 6月18日（土）
7月2日（土） 兵庫職業能力開発促進センター

奈　良 7月23日（土） 奈良職業能力開発促進センター

和歌山 6月5日（日） 和歌山職業能力開発促進センター

鳥 　取 6月30日（木） 鳥取県立福祉人材研修センター

島　 根 7月9日（土） 島根職業能力開発促進センター

岡　 山 ①6月25日（土）
②7月16日（土）

①岡山障害者職業センター／
②岡山職業能力開発促進センター

広　 島 12月～1月頃 広島職業能力開発促進センター

山　 口 10月15日（土） 山口職業能力開発促進センター

徳　島 9月17日（土） 徳島職業能力開発促進センター／
徳島ビルメンテナンス会館

香　川 2月上旬～中旬（予定）未定

愛　媛 7月9日（土） 愛媛職業能力開発促進センター

高　知 ①7月2日（土）
②7月9日（土）

①高知職業能力開発促進センター／
②学校法人龍馬学園 龍馬デザイン・
ビューティ専門学校

福　岡 ①7月2日（土）
②③7月9日（土）

①福岡県立福岡高等技術専門校／
②福岡障害者職業能力開発校／
③福岡職業能力開発促進センター

佐　賀 1月頃 佐賀職業能力開発促進センター

長　崎 7月9日（土） 長崎職業能力開発促進センター

熊　本 6月25日（土）
6月26日（日） 熊本職業能力開発促進センター

大　分 10月１日（土） 大分東部公民館

宮　崎 7月9日（土） 宮崎職業能力開発促進センター／
宮崎県ビルメンテナンス協会

鹿児島 7月9日（土）
7月10日（日） 鹿児島職業能力開発促進センター

沖　縄 7月23日（土） 沖縄職業能力開発大学校

◆ 令和4年度「地方アビリンピック」開催地一覧 ◆

都道府県 開 催 日 会　場

北海道 10月1日（土） 北海道職業能力開発促進センター

青　森 10月下旬 青森職業能力開発促進センター／
ホテル青森（予定）

岩　手 7月30日（土）岩手県立産業技術短期大学校 矢巾キャンパス

宮　城 7月9日（土） 宮城職業能力開発促進センター

秋　田 7月15日（金）秋田市文化会館

山　形 7月6日（水） 山形国際交流プラザ
（山形ビッグウイング）

福　島 7月9日（土） 福島職業能力開発促進センター

茨　城 7月9日（土）
7月10日（日）茨城県職業人材育成センター

栃　木 7月9日（土） 栃木職業能力開発促進センター／
SHINBIデザインスクール

群　馬 7月2日（土） 群馬職業能力開発促進センター

埼　玉 7月2日（土） 国立職業リハビリテーションセンター

千　葉 11月26日（土）千葉職業能力開発促進センター

東　京 2月中旬～下旬（土）（予定）
東京障害者職業能力開発校／
職業能力開発総合大学校

神奈川 ①10月15日（土）（予定）
②10月29日（土）（予定）

①関東職業能力開発促進センター（予定）
②神奈川障害者職業能力開発校（予定）

新　潟 9月10日（土） 新潟市総合福祉会館／ホテルグローバルビュー新潟

富　山 7月23日（土） 富山市職業訓練センター／富山県技術専門学院

石　川 10月16日（日）石川職業能力開発促進センター

福　井 7月9日（土） 福井県立福井産業技術専門学院

山　梨 10月2日（日） 山梨職業能力開発促進センター

長　野 7月23日（土） 長野職業能力開発促進センター

岐　阜 7月2日（土） ソフトピアジャパンセンター

静　岡
①6月26日（日）
②7月2日（土）
③7月3日（日）

①静岡職業能力開発促進センター／
②静岡市東部勤労者福祉センター　
清水テルサ／③学校法人静岡理工
科大学　静岡デザイン専門学校

愛　知

①大成今池研修センター／②愛知障
害者職業センター／③専門学校日本
聴能言語福祉学院／④愛知県立名
古屋聾学校／⑤中部職業能力開発
促進センター

三　重 6月25日（土）三重職業能力開発促進センター

各都道府県における障害者の技能競技大会「地方アビリンピック」が下記の日程で開催されます。
詳細は、「地方アビリンピック」ホームページをご覧ください。

アクセスは
こちら！

アビリンピック
マスコットキャラクター

①6月4日（土）
②6月5日（日）
　 6月11日（土）
③6月12日（日）
④6月18日（土）
⑤6月25日（土）
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J E E D   インフォメーション

▲ ▲

当機構の中央障害者雇用情報センターでは、障害者を雇用している、または雇用しようとしているみなさまに

無料で就労支援機器の貸出し を行っています。
 「就労支援機器」とは障害者の就労を容易にするための機器のことで、例えば視覚障害者を対象とした
　拡大読書器や、聴覚障害者を対象とした補聴システム（集音システム）といったものがあります。

就労支援機器は
当機構ホームページで
詳しくご紹介しています

検索

https://www.kiki.jeed.go.jp/

就労支援機器のページ

●書類や写真などを拡大表示する機器です。
●コントラストや色調の変更も可能なため
より見やすく調整することができます。
●卓上型、携帯型など活用シーンに合わせ
て選択できます。

申請書を記入し、メールまたは郵送で
ご提出ください
※申請書は当機構ホームページより
　ダウンロードできます

お問合せ

〒130-0022　東京都墨田区江東橋２-19-12　ハローワーク墨田５階
TEL：03-5638-2792　E-mail：kiki@jeed.go.jp

中央障害者雇用情報センター

申請のあった事業主に対し、決定内容
を通知し、機器を配送します

当機構が契約している業者が回収に
うかがいます

障害者を雇用している、または雇用しようとしている事業主など
※国、地方公共団体、独立行政法人などは対象外です

原則、６カ月以内　※職場実習やトライアル雇用の場合も利用できます

就労支援機器を常設にて展示しているほか、導入に関する相談を行っています

申請書の提出申請書の提出 貸出し決定貸出し決定 貸出しの終了・回収貸出しの終了・回収

拡大読書器

貸出しの対象となる事業主

貸出し期間

貸出しの流れ

補聴システム（集音システム） ノイズキャンセラー

パーテーション

●マイク（送信機）が拾った音を直接、補
聴器や人工内耳に届けるシステムです。
●聞きたい音を大きくできるので就労のあ
らゆる場面で有効に使用できます。

●視覚的・聴覚的な刺激を低減させること
で、周囲の状況に影響されずに集中でき
る環境を整えます。

▲上記は一例です

受信機

マイク送信機

就労支援機器をご活用ください！
障害者雇用を進める事業主のみなさま へ
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写真・文：官野 貴写真・文：官野 貴

株式会社JR東日本グリーンパートナーズ  戸田事業所（埼玉県）株式会社JR東日本グリーンパートナーズ  戸田事業所（埼玉県）

お客さまを意識して、お客さまを意識して、
きれいにきちんときれいにきちんと

株式会社JR東日本グリーンパートナーズ 戸田事業所
〒335-0021　埼玉県戸田市新曽847-5
TEL 048-446-1856　FAX 048-446-1857

取材先データ
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た
東
京
都
の
住

宅
メ
ー
カ
ー
が
作
成
し
た
「
専
用
マ
ッ
ト
」
に
は
、
シ
ー
ト
の
置
き

方
や
カ
ッ
ト
す
る
位
置
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
つ
く
り
方
が
一

目
瞭
然
と
な
っ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
で
は
、
各
事
業
所
の
所
長
や
就
労
定
着

支
援
事
業
所
の
担
当
者
が
一
堂
に
会
す
る「
就
労
支
援
機
関
連
絡
会
」

を
毎
月
開
催
し
て
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
の
定
着
支
援

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

①間
かん

伐
ばつ

材
ざい

を鉋
かんな

で削った木材シートに、糊を均等に塗布する。須釜さんは「お客さまの手に渡ることを意識して、きれいにきちんと作業しています」と語る

②糊付けしたシートを緩まないようにしっかりと力をかけながら心棒に巻き取る ③端をテープで止め、自作した「まっすぐ切れるんです」を使って
ストローの端をカットする

須釜康典さん

木のストロー作成アメニティの箱詰
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②苗木の根を麻布で包み、麻ひもで均等に巻いていく

③できあがった芯（左）は、新潟県の農業生産法人に出荷され苔玉盆栽（右）となる

折り目をつけすぎると歪んでしまうため、きれいに仕上げるためには力加減が重要だ

①観賞用の苔
こけ

玉
だま

盆栽の芯となる部分を作成する。ていねいな作業が求められる

２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
に
設
立
さ
れ
た
「
株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
東
日

本
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」（
以
下
、「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
」）
は
、「
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
」（
以
下
、「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
」）

の
特
例
子
会
社
だ
。
こ
れ
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社
員
が
使
用
す
る

２
２
０
０
種
類
も
の
制
服
を
常
時
保
管
し
、
発
送
や
使
用
済
み
制
服

の
回
収
や
分
別
を
行
う
「
制
服
管
理
事
業
」、Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
グ
ル
ー

プ
会
社
の
名
刺
や
氏
名
札
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
広
報
誌
な
ど
の
印
刷

や
発
送
管
理
を
行
う
「
印
刷
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
な
ど
を
に
な
っ
て
き

た
。し
か
し
、近
年
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
業
務
改
革
や「
持
続
可
能
な
開

発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
へ
の
対
応
な
ど
、
業
務
内
容
に
変
化
が
現
れ

て
い
る
。
同
社
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社
員
向
け
の
事
業
だ
け
で
は

な
く
、
お
客
さ
ま
な
ど
が
直
接
手
に
す
る
商
品
の
「
も
の
づ
く
り
」

に
乗
り
出
す
な
ど
、業
務
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

知
的
障
害
な
ど
の
障
害
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
22
人
が
働
く
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
戸
田
事
業
所
で
は
、
新
幹
線
の
「
グ
ラ
ン
ク
ラ
ス
」

で
ご
希
望
の
お
客
さ
ま
に
提
供
さ
れ
る
「
木
の
ス
ト
ロ
ー
」
制
作
、

ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
「
Ｔト

ラ

ン

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ 

Ｓス

イ

ー

ト

Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

四し

季き

島し
ま

」
で
使

用
さ
れ
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
用
品
の
箱
詰
め
作
業
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
。
だ
れ
も
が
同
じ
仕
上
が
り
に
で
き
る
こ
と
を
目
ざ
し
、
手
づ
く

り
の
道
具
や
治じ

具ぐ

、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

木
の
ス
ト
ロ
ー
づ
く
り
を
担
当
す
る
須す

釜が
ま

康や
す

典の
り

さ
ん
は
、
ス
ト

ロ
ー
を
ま
っ
す
ぐ
に
カ
ッ
ト
す
る
た
め
に
、
ハ
サ
ミ
に
Ｌ
字
型
の
ア

ル
ミ
板
を
両
面
テ
ー
プ
で
貼
り
つ
け
、目
印
を
つ
け
た
道
具
を
作
成
。

「
ま
っ
す
ぐ
切
れ
る
ん
で
す
」
と
名
づ
け
て
活
用
し
、
品
質
向
上
に

役
立
て
て
い
る
。
ま
た
、
木
の
ス
ト
ロ
ー
を
開
発
し
た
東
京
都
の
住

宅
メ
ー
カ
ー
が
作
成
し
た
「
専
用
マ
ッ
ト
」
に
は
、
シ
ー
ト
の
置
き

方
や
カ
ッ
ト
す
る
位
置
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
つ
く
り
方
が
一

目
瞭
然
と
な
っ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
で
は
、
各
事
業
所
の
所
長
や
就
労
定
着

支
援
事
業
所
の
担
当
者
が
一
堂
に
会
す
る「
就
労
支
援
機
関
連
絡
会
」

を
毎
月
開
催
し
て
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
の
定
着
支
援

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

アメニティの箱詰

苔玉作成
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働く広場  2022.6

就労支援機関連絡会のあとは、
就労定着支援事業所の担当者（右）とスタッフ（左）との個人面談が行われる

戸田事業所で行われた就労支援機関連絡会。
各事業所の業務状況やスタッフの健康状態などが報告された

傷がついたりホコリが入ったりしないように注意が必要。
カードにフィルムを貼りつける道具もスタッフが工夫を凝らし自作している

氏名などを印字したカードに保護フィルムを貼りつける。
目の前には作業のチェックポイントを書いたボードを置いている

氏名札の作成

制服の回収作業では、ポケットの中身チェックも行われていた

制 服 の 管 理

18



働く広場  2022.619

い
る
わ
け
だ
。
当
然
な
が
ら
高
い
生
産
性
は
望

め
ず
、
得
ら
れ
る
収
入
も
か
ぎ
ら
れ
て
し
ま
う
。

こ
れ
は
、
障
害
者
就
労
支
援
施
設
の
月
額
平
均

工
賃
が
向
上
し
な
い
大
き
な
要
因
の
一
つ
と

い
っ
て
よ
い
。

　
「
障
害
の
あ
る
人
の
就
労
の
場
と
し
て
、
ま
っ

た
く
新
し
い
分
野
を
開
拓
で
き
な
い
の
だ
ろ
う

か
？
」
じ
つ
は
こ
ん
な
疑
問
を
、
約
35
年
も
前

に
提
起
す
る
人
物
が
い
た
。
私
の
師
匠
で
も

あ
っ
た
故
・
剣け

ん

持も
ち

忠た
だ

則の
り

氏
（
コ
ロ
ニ
ー
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
元
所
長
）
で
あ
る
。
彼
は
労

働
集
約
型
産
業
の
こ
と
を
「
汗
を
お
金
に
換
え

る
世
界
」
と
定
義
し
、
対
局
で
あ
る
「
才
能
を

お
金
に
換
え
る
世
界
」
へ
の
発
想
の
転
換
を
う

な
が
し
た
。

　

世
の
中
に
は
、
身
体
を
使
わ
な
く
て
も
自
身

の
才
覚
だ
け
で
生
活
で
き
る
人
た
ち
が
い
る
。

そ
の
仕
事
の
多
く
は
付
加
価
値
が
認
め
ら
れ
、

高
い
収
入
も
保
証
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
、
障

害
の
あ
る
人
た
ち
こ
そ
、
こ
ん
な
世
界
を
め
ざ

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
非
常
に
極
端
な
考
え
方

で
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
の
う
え
で
、
剣
持
氏

は
関
係
者
に
対
し
て
叱
咤
激
励
を
く
り
返
し

た
。
い
ま
あ
ら
た
め
て
彼
の
主
張
を
読
み
返
し

て
も
、
ま
っ
た
く
古
び
て
い
な
い
こ
と
に
驚
か

さ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
才
能
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
る
。
芸
術
活
動
に
代
表
さ
れ
る
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
才
能
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
障
害
の

あ
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な

個
性
も
ま
た
、
才
能
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
通
常
の
ベ
ク
ト
ル
で
は
見
逃
さ
れ
が
ち
な

彼
ら
の
個
性
を
プ
ラ
ス
視
点
で
見
直
し
、
そ
れ

を
「
仕
事
」
に
ま
で
昇
華
で
き
る
発
想
こ
そ
が
、

い
ま
ま
さ
に
障
害
者
就
労
の
現
場
で
求
め
ら
れ

て
い
る
は
ず
な
の
だ
。

　

は
た
し
て
全
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
ど
ん
な

才
能
が
見
い
だ
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
？　

　

私
が
取
材
し
て
き
た
な
か
で
ユ
ニ
ー
ク
な
事

例
を
紹
介
し
つ
つ
、
理
想
的
な
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
次
回
以
降
で
考
え
て
み
る
こ
と
に
し

よ
う
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
に
全
国
に
あ
る
約
２
９
０
カ

所
の
障
害
者
就
労
支
援
施
設
を
訪
れ
、
障
害
の

あ
る
人
た
ち
が
働
く
現
場
を
取
材
し
て
き
た
。

自
分
自
身
も
若
い
こ
ろ
に
約
20
年
に
わ
た
っ
て

身
体
障
害
者
授
産
施
設
（
当
時
）
で
勤
務
し
て

き
た
経
験
を
活
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

優
れ
た
事
例
を
紹
介
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ

る
。
今
回
こ
の
よ
う
な
連
載
エ
ッ
セ
イ
を
書
か

せ
て
も
ら
う
機
会
を
得
た
の
で
、
私
が
考
え
て

き
た
「
障
害
の
あ
る
人
た
ち
が
働
く
意
味
と
可

能
性
」
に
つ
い
て
、ま
と
め
て
み
よ
う
と
思
う
。

　

現
在
、
日
本
に
は
約
１
万
７
３
０
０
カ
所
の

障
害
者
就
労
支
援
施
設
（
Ａ
型
・
Ｂ
型
合
計
）

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
、
各

種
の
製
造
工
場
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
清
掃
作
業
、

製
菓
製
パ
ン
、部
品
組
立
な
ど
の
下
請
け
作
業
、

農
園
作
業
な
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
業
種
の
差

は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
労
働
集
約
型
産
業
に
集

中
し
て
い
る
。

　

多
く
の
人
手
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
障
害
の

あ
る
人
で
も
雇
用
機
会
が
失
わ
れ
な
い
│
│
こ

れ
が
、
昔
か
ら
作
業
科
目
を
選
定
す
る
と
き
の

関
係
者
の
基
本
的
な
考
え
だ
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
革

命
が
進
む
現
代
に
お
い
て
も
、
そ
の
意
識
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
特
別
支
援
学

校
を
卒
業
後
の
子
ど
も
た
ち
の
選
択
肢
は
少
な

く
、
似
た
よ
う
な
就
労
先
に
な
っ
て
し
ま
う
の

が
現
実
で
あ
る
。

　

し
か
し
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
た
い
へ
ん
不

思
議
な
こ
と
で
も
あ
る
。
障
害
の
あ
る
人
と
い

う
の
は
、
そ
も
そ
も
身
体
的
・
精
神
的
要
因
で

カ
ラ
ダ
の
一
部
が
機
能
し
な
い
人
た
ち
の
こ
と

を
さ
す
。
ど
こ
か
の
能
力
が
弱
っ
て
い
る
人
た

ち
が
、
そ
の
身
体
を
駆
使
し
て
「
労
働
」
し
て

多様で
ユニークな
支援のあり方

「
汗
」と

「
才
能
」の
世
界

Ｋ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表  

戸
原
一
男

は
じ
め
に

障
害
の
あ
る
人
が
働
く
職
場
の

ほ
と
ん
ど
は
労
働
集
約
型

障
害
の
あ
る
人
た
ち
に

「
才
能
」は
な
い
の
か
？

視
点
を
変
え
て

考
え
て
み
よ
う

第１回

戸原一男（とはら かずお）
　約13年前から「SELP訪問ルポ」（日本
セルプセンターWEBサイト）や『月刊福祉』
（全国社会福祉協議会出版部）にて、290
カ所以上の障害者就労支援施設の取材記
事を連載する。施設職員を対象とした工賃
向上研修会の講師実績も多数。
　おもな著書として、『障害者の日常術』（晶
文社）、『障害者アートバンクの可能性』（中
央法規出版）、『パソコンで絵を保存しよう』
（日本エディタースクール出版部）、『ブレ
イブワーカーズ』（岩波ブックセンター）、
『はるはる日記』（Ｋプランニング）、ほか。
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NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク
〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島5-3-4 新大阪高光ビル801
TEL 06-6307-1616

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク
新大阪アネックス
〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島5-3-4 新大阪高光ビル902
TEL 06-6307-1717

（就労継続支援Ａ型事業所）アクアクララ北大阪
〒567-0005 大阪府茨木市五日市1-6-17
TEL 072-624-3911

取材先データ

支援計画で課題を明確に
メンタルのセルフケアを支援

岡山障害者文化芸術協会 代表理事　阪本文雄

Keyword：就労移行支援事業所、精神障害、発達障害、個別支援計画、基礎訓練、職場実習、就職活動 写真：官野 貴

編集委員から
　わが国では障害者雇用数が毎年
増え、記録更新が続いている。実
数では身体、知的障害者に及ばな
いが、対前年伸び率では精神障害
者の職場進出が目覚ましい。職場
へ送り出す就労支援事業所がどの
ように精神障害の特性を把握し、
一人ひとりの働くための課題を明
確にし、メンタルのセルフケアを可
能にする支援を行っているのか、
専門家集団の取組みを取材した。

編集委員が行く行く

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク、アクアクララ北大阪（大阪府）
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動
に
つ
い
て
見
直
し
、
職
場
適
応
へ
の
自
己
分

析
を
し
、
支
援
員
は
面
談
し
な
が
ら
評
価
し
職

場
で
の
メ
ン
タ
ル
の
セ
ル
フ
ケ
ア
の
実
践
を
う

な
が
す
。

「
支
援
計
画
で
把
握
し
た
障
害
特
性
、
長
所
、

短
所
を
本
人
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
克
服

精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ
所
長
の
橋は
し

本も
と

泰や
す

伸の
ぶ

さ
ん
が
取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
。

「
ま
ず
、
最
初
の
個
別
支
援
計
画
で
、
利
用
者

の
特
性
を
把
握
す
る
た
め
に
、
医
療
機
関
、
支

援
学
校
、
就
労
支
援
機
関
、
家
族
な
ど
か
ら
情

報
を
多
面
的
に
収
集
し
、
利
用
者
が
働
く
た
め

に
ど
う
い
う
支
援
が
必
要
か
、
達
成
す
べ
き
課

題
を
明
確
に
し
、
作
成
し
ま
す
。
目
標
の
達
成

ま
で
１
年
か
ら
１
年
半
を
か
け
ま
す
。
計
画
に

し
た
が
い
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
け
ば
就
職

活
動
へ
進
み
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
人
票

を
見
て
、
本
人
の
希
望
す
る
企
業
を
見
学
、
雇

用
前
実
習
を
し
て
双
方
が
合
意
す
れ
ば
一
般
就

労
と
な
り
ま
す
」

　

就
労
移
行
支
援
は
ま
ず
、
事
業
所
内
で
の
基

礎
訓
練
か
ら
始
ま
る
。運
動
、軽
作
業
、在
宅
で

の
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
パ
ソ

コ
ン
、
Ｉ
Ｔ
事
務
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
働

く
た
め
の
体
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
事
務
能
力
を
学
び
、
養
い
、
身
に
つ
け

る
。
こ
れ
に
２
〜
３
カ
月
間
。
次
の
ス
テ
ッ
プ

は
企
業
実
習
。
実
習
先
と
し
て
こ
れ
ま
で
利
用

者
が
就
労
し
て
い
る
約
５
０
０
社
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
実
習
は
３
社
を
経
験
す
る
こ
と
が
基

本
。
期
間
は
一
つ
の
職
場
で
１
〜
３
週
間
。

こ
こ
で
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
企
業
で
実
際

に
働
い
て
み
て
、
自
分
が
克
服
す
べ
き
課
題
は

何
か
、
そ
の
課
題
へ
の
対
処
を
自
分
で
で
き
た

か
。
多
く
の
人
た
ち
と
働
き
な
が
ら
自
分
の
言

　

新
大
阪
駅
か
ら
歩
い
て
約
10
分
、
オ
フ
ィ
ス

街
の
ビ
ル
の
中
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪
精
神
障

害
者
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｓ
Ｎ
）
」
の

就
労
移
行
支
援
事
業
所
Ｊ
Ｓ
Ｎ
新
大
阪
ア
ネ
ッ

ク
ス
が
あ
っ
た
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
机
が
並
び
パ
ソ
コ
ン
に
向

か
っ
て
い
た
利
用
者
が
、
入
口
に
立
つ
私
の
方
に

視
線
を
向
け
、
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
た
。

　

こ
こ
は
精
神
障
害
者
、
発
達
障
害
者
に
特
化

し
た
就
労
支
援
事
業
所
。
定
員
20
人
に
対
し
、

利
用
者
は
21
人
。
９
割
が
発
達
障
害
、
１
割
が

精
神
障
害
、
平
均
年
齢
37
歳
、
男
性
が
７
割
。

相
談
所
、
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
大

学
、
精
神
科
医
な
ど
か
ら
紹
介
さ
れ
て
見
学
に

来
る
。
職
員
は
５
人
で
、
精
神
保
健
福
祉
士
な

ど
の
資
格
を
持
つ
就
労
支
援
員
、
職
業
指
導
員

で
構
成
さ
れ
、
就
労
支
援
に
従
事
し
て
５
年
前

後
の
経
験
者
だ
。
こ
の
日
は
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
、

Ｊ
Ｓ
Ｎ
新
大
阪
ア
ネ
ッ
ク
ス

働く広場  2022.6

JSN新大阪アネックスが入居するビル

JSN新大阪アネックス所長の橋本泰伸さん

JSN新大阪アネックスでの訓練の様子

支援計画で課題を明確に
メンタルのセルフケアを支援

岡山障害者文化芸術協会 代表理事　阪本文雄

面談でのヒアリングを支援計画に活かす

編集委員が行く行く
精神・発達障害に特化した「NPO法人大阪精神障害者就労支援ネット
ワーク」における、メンタルのセルフケアを含めた支援計画
一般就労に向けた就労継続支援Ａ型事業所「アクアクララ北大阪」での
勤務を通じ、利用者の課題を明確化、ステップアップを目ざす

利用者のメンタル不調を把握するため「SPIS」を活用

1

2

3

POINT

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク、アクアクララ北大阪（大阪府）
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タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
管
理
業
務
を
行
う
。
「
清
掃

事
業
」
は
区
役
所
、
公
共
施
設
管
理
セ
ン
タ
ー

の
日
常
清
掃
業
務
。
「
ハ
ー
ト
ギ
フ
ト
事
業
」

は
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
、
グ
ラ
ス
、
コ
ー
ス
タ
ー
に

ハ
ー
ト
、
花
柄
、
名
前
、
年
月
日
な
ど
の
文
字

を
彫
刻
し
た
り
焼
き
つ
け
た
り
し
て
ギ
フ
ト
商

品
に
す
る
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

松ま
つ

浦う
ら

慈じ

英え
い

さ
ん
（
27
歳
）
は
、
身
体
障
害

５
級
で
ハ
ー
ト
ギ
フ
ト
事
業
部
に
勤
務
し
て

い
る
。
手
先
が
器
用
で
ボ
ト
ル
に
「H

appy 

W
edding

」
の
文
字
と
バ
ラ
の
花
を
刻
み
込
み

見
事
な
ア
ー
ト
作
品
に
仕
上
げ
る
。
22
歳
か
ら

働
き
、
５
年
間
エ
ッ
チ
ン
グ
の
腕
を
磨
い
て
き

た
。
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
で
コ
ー
ス
タ
ー
、
木
箱

に
絵
を
焼
き
つ
け
る
の
も
得
意
。
自
宅
か
ら
自

転
車
通
勤
し
、
休
み
の
日
は
母
親
と
貸
農
園
で

大
根
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
無
農
薬

野
菜
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
る
。
「
モ
ノ
づ
く

す
べ
き
目
標
を
示
し
、
次
の
実
習
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
ま
す
。
精
神
障
害
や
発
達
障
害
の

あ
る
人
も
、
訓
練
を
こ
な
し
、
自
分
で
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
が
で
き
る
知
識
や
工
夫
を
一
つ
で
も
獲

得
す
れ
ば
、
職
場
に
適
応
し
や
す
く
な
り
ま

す
」
と
橋
本
さ
ん
は
話
す
。

　

基
礎
訓
練
や
職
場
実
習
を
通
し
て
、
自
分

の
障
害
を
知
り
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
の

セ
ル
フ
ケ
ア
の
体
験
を
重
ね
て
習
得
し
、
適
応

能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
一
貫
し
て
取
り
組

む
。

　

利
用
者
に
話
を
聞
い
た
。
中な
か

西に
し

将ま
さ

大ひ
ろ

さ
ん

（
27
歳
）
は
、
奈
良
県
か
ら
電
車
で
１
時
間
か

け
て
通
っ
て
い
る
。
大
学
で
人
間
関
係
に
悩

み
、
自
身
に
発
達
障
害
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た

と
い
う
。
就
労
移
行
支
援
事
業
所
で
訓
練
を
受

け
、
特
例
子
会
社
で
事
務
職
に
就
き
11
カ
月
間

勤
務
。
そ
の
後
、
二
つ
の
就
労
支
援
事
業
所
を

経
て
昨
年
５
月
、
現
在
の
事
業
所
に
。
基
礎
訓

練
を
終
え
、
保
険
会
社
、
鉄
道
会
社
、
介
護
施

設
で
の
職
場
実
習
も
経
験
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
は
周
囲
の
人
た
ち
の
言
動
に
敏

感
に
な
り
過
ぎ
て
、
自
分
を
追
い
詰
め
る
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
事
業
所
で
メ
ン

タ
ル
の
セ
ル
フ
ケ
ア
に
取
り
組
み
、
精
神
面
は

成
長
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
就
職
活
動
に
進

み
、
こ
れ
か
ら
、
雇
用
前
実
習
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
か
ら
評
価
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
就
職
が
決
ま
る
と
思
い
ま
す
」
と
胸

を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

　

就
労
支
援
員
の
大お
お

町ま
ち

誠せ
い

吾ご

さ
ん
は
「
最
初

は
、
一
緒
に
働
く
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
見

え
ま
し
た
が
、
い
ま
は
自
分
な
り
に
考
え
対

応
す
る
こ
と
を
実
習
の
な
か
で
学
ん
だ
よ
う
で

す
。
落
ち
着
い
て
働
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
」
と
い
う
。

　

新
大
阪
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
京
都
線
に
乗
っ
て
茨
木

市
に
あ
る
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
「
ア
ク

ア
ク
ラ
ラ
北
大
阪
」
へ
。　

　

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
開
所
。
定
員
20
人

に
対
し
利
用
者
は
12
人
、
８
割
が
精
神
障
害
、

知
的
障
害
と
身
体
障
害
が
各
１
割
。
「
ア
ク
ア

ク
ラ
ラ
事
業
」
は
、
飲
料
水
の
配
送
、
ウ
ォ
ー

ア
ク
ア
ク
ラ
ラ
北
大
阪

就労継続支援A型事業所「アクアクララ北大阪」

働く広場  2022.6

訓練の一環で自己評価表を記入する中西さん

JSN新大阪アネックスで
就労支援を受ける中西将大さん

ハートギフト事業部で働く
松浦慈英さん

就労支援員の大町誠吾さん

ハートギフト事業部で手がける商品の一部
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の
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
の
田た

川が
わ

精せ
い

二じ

さ
ん
ら
、

９
人
の
開
業
医
で
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
数
年
前

か
ら
、
働
き
た
い
と
い
う
患
者
の
相
談
に
こ
た

え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
が
、
地
域
を
見

渡
し
て
み
て
も
就
労
支
援
の
受
け
皿
は
な
か
っ

た
と
い
う
。
で
は
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
の
か
と

勉
強
会
を
開
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
２
０
０
６
年

に
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
身
体
障

害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
者
の
一
般
就
労
へ

の
移
行
を
目
的
に
す
る
国
の
支
援
制
度
が
始
ま

り
、
精
神
障
害
者
に
特
化
し
た
就
労
支
援
事
業

所
を
目
ざ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
７
年
５
月
、門か
ど

真ま

市
に
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
開
設
、
次
い
で
茨い
ば
ら

木き

市
、
新
大
阪
（
大
阪
市

淀
川
区
）
と
続
き
、
東
京
都
も
加
え
、
現
在
、

就
労
移
行
支
援
５
事
業
所
（
定
員
１
０
０
人
）

と
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
１
事
業
所
（
定
員
20

人
）
を
運
営
す
る
。
精
神
障
害
に
特
化
し
て
い

た
支
援
対
象
に
、
発
達
障
害
を
加
え
た
。
支
援

方
法
は
実
践
を
通
し
て
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

15
年
間
の
実
績
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
見
る
と
、
「
就
職
者
６
０
０
名
以
上
」
の
見

出
し
で
「
利
用
者
の
90
％
が
就
職
。
職
場
で
の

定
着
支
援
に
力
を
入
れ
専
属
の
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ

を
配
置
、
70
％
の
人
が
同
じ
職
場
で
働
き
続
け

て
い
ま
す
」
と
あ
る
。

　

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
の
厚
生
労
働
省
の

「
障
害
者
雇
用
状
況
の
集
計
結
果
」
に
よ
る

と
、
民
間
企
業
に
お
け
る
雇
用
障
害
者
数
は
、

住
民
と
し
て
心
豊
か
に
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
た
だ
、
私
た
ち
の
事
業
所
は
一
般
就
労
へ
の

通
過
型
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

終
わ
り
で
は
な
く
、
も
う
一
つ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。
そ
れ
が
本
来
の
役
割

で
す
」
と
説
明
す
る
。

　

一
般
就
労
に
備
え
、
必
要
な
体
力
づ
く
り
を

す
る
た
め
、
勤
務
時
間
は
１
日
５
〜
８
時
間
だ

が
、
多
く
を
６
時
間
を
超
え
る
よ
う
に
設
定
し

て
い
る
。
事
業
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、

幅
広
く
体
験
で
き
る
の
も
メ
リ
ッ
ト
だ
。

　

同
事
業
所
勤
務
か
ら
一
般
就
労
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
は
、
３
年
間
の
勤
務
を
経
験
す
る
こ

と
を
一
つ
の
目
処
に
し
て
い
る
が
、
早
け
れ
ば
１

年
で
も
就
職
活
動
を
始
め
る
。
「
会
社
で
働
き

た
い
」
と
い
う
本
人
の
意
思
、
意
欲
が
基
本
。

　

そ
し
て
同
事
業
所
で
は
、
毎
年
２
〜
３
人
が

一
般
就
労
す
る
。
就
労
支
援
員
は
、
希
望
者
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
行
き
、
求
人
票
を
見
て
企
業

訪
問
や
実
習
を
支
援
し
、
一
般
就
労
へ
と
つ
な

げ
て
い
る
。
就
職
後
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
は
、

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
企
業
訪
問
、
定
着
支
援
を
必

要
に
応
じ
て
実
施
し
て
い
る
。

　

２
０
０
７
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
大
阪
精

神
障
害
者
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
発
足
し

た
。
大
阪
精
神
科
診
療
所
協
会
理
事
で
、
く
す

り
が
好
き
な
の
で
、
こ
の
仕
事
は
楽
し
く
、
満

足
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す
。

尾お

関ぜ
き

啓け
い

太た

さ
ん
（
38
歳
）
は
、
高
槻
市
か
ら

電
車
で
通
勤
し
て
い
る
。
朝
８
時
か
ら
８
時
間

勤
務
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
分
解
し
、
水

あ
か
や
汚
れ
な
ど
を
洗
剤
で
手
洗
い
す
る
。
洗

い
場
で
の
立
ち
仕
事
の
た
め
、
暑
い
夏
や
寒
い

冬
は
こ
た
え
る
そ
う
だ
。
統
合
失
調
症
だ
が
、

約
８
年
間
休
ん
で
い
な
い
。
不
調
の
波
は
な

く
、
安
定
。
パ
ソ
コ
ン
で
事
務
も
こ
な
す
。
休
み

の
日
は
音
楽
教
室
に
通
っ
て
ピ
ア
ノ
を
習
い
、

ソ
ナ
タ
を
弾
く
。
パ
ソ
コ
ン
で
作
曲
も
す
る
と

い
う
。
「
生
活
は
安
定
し
趣
味
の
ピ
ア
ノ
も
弾

け
る
し
、
毎
日
充
実
し
て
い
ま
す
」
。

　

所
長
の
柿か
き

原は
ら

晋し
ん

裕す
け

さ
ん
は
２
人
に
つ
い
て
、

「
仕
事
は
任
せ
て
大
丈
夫
、信
頼
し
て
い
ま
す
。

支
援
学
校
の
生
徒
の
実
習
受
け
入
れ
も
率
先
し

て
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

「
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
は
仕
事
を
し

て
給
料
を
得
て
生
活
も
安
定
し
、
趣
味
の
話
も

聞
か
せ
て
も
ら
え
る
。
日
々
の
暮
ら
し
も
地
域

精
神
・
発
達
障
害
に
特
化
し
た

就
労
支
援

働く広場  2022.6

サンドブラスターでのエッチング作業を行う松浦さんウォーターサーバーの分解洗浄作業を
行う尾関さん

ハートギフト事業部で働く
松浦慈英さん

アクアクララ事業部で働く
尾関啓太さん

アクアクララ北大阪所長の
柿原晋裕さん
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ら
が
コ
メ
ン
ト
欄
で
「
私
が
業
務
説
明
で
理
解

度
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
れ
ば
よ
か
っ
た
で
す

ね
」
、
「
理
解
で
き
な
い
ま
ま
仕
事
を
進
め
る
の

は
不
安
で
す
ね
。
こ
ま
め
に
確
認
し
休
憩
を
と

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
返
し
て
い
た
。

「
統
計
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
グ
ラ
フ
表
示

で
体
調
や
精
神
状
態
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
波
が

一
目
瞭
然
だ
。
雨
の
日
や
悪
天
候
の
日
は
頭
痛

が
し
て
体
調
に
影
響
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本

人
と
毎
月
の
ふ
り
返
り
で
確
認
し
な
が
ら
「
涙

が
出
た
の
は
ど
う
し
て
」
、
「
気
持
ち
の
焦
り

が
続
い
た
の
は
仕
事
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る

せ
い
で
す
か
」
と
問
題
解
決
へ
進
む
こ
と
が
で

き
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
臨
床
心
理
士
、
精
神

保
健
福
祉
士
ら
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　

金
塚
さ
ん
は
、
「
利
用
者
が
就
労
し
た
シ
ス

テ
ム
会
社
の
社
長
さ
ん
と
う
ち
の
支
援
員
、
会

社
の
受
け
入
れ
担
当
者
ら
が
、
こ
う
い
う
も
の

が
あ
れ
ば
精
神
障
害
者
の
不
調
、
悩
み
が
見
え

る
化
で
き
る
と
考
え
、
意
見
を
出
し
合
っ
て
Ｓ

Ｐ
Ｉ
Ｓ
が
で
き
ま
し
た
。
当
初
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
定
着
支
援
に
使
っ
て

い
ま
し
た
が
、
不
調
の
背
景
に
あ
る
悩
み
、
課

題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
い

ま
は
就
労
移
行
支
援
で
も
自
分
の
メ
ン
タ
ル
の

把
握
、
そ
こ
か
ら
進
ん
で
セ
ル
フ
ケ
ア
の
進
展

状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
幅
広
く
活
用
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
支
援
員
へ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
そ
の
二
つ
が
大
切
で
す
」
と
話
す
。

設
長
で
本
誌
編
集
委
員
で
も
あ
る
金か
な

塚つ
か

た
か
し

さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

　

見
え
な
い
と
い
わ
れ
る
精
神
障
害
特
有
の

「
不
調
」
、
「
悩
み
」
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
不
得
手
な
ケ
ー
ス
も
多
く
、
伝
達
、
把
握
も

容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
頭
痛
や
不
眠
な
ど

の
小
さ
な
不
調
を
日
報
形
式
で
パ
ソ
コ
ン
に
入

力
す
る
と
、
グ
ラ
フ
や
表
に
な
っ
て
表
示
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
「
Ｓエ

ス

ピ

ス

Ｐ
Ｉ
Ｓ
」
を
開
発
、
活
用
し
て

い
る
と
い
う
。

　

精
神
・
発
達
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
メ
ン
タ

ル
不
調
を
把
握
す
る
た
め
、
個
人
の
特
性
に
合

わ
せ
「
朝
ま
で
ぐ
っ
す
り
眠
れ
た
」、「
頭
痛
」、

「
自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
現
で
き
た
」、

「
焦
り
を
感
じ
る
」、「
仕
事
で
ミ
ス
が
な
い
か
、

確
認
で
き
た
」、「
休
憩
を
申
し
出
る
こ
と
が
で

き
た
」
な
ど
六
つ
の
評
価
項
目
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
１
か
ら
４
ま
で
の
数
字
で
評
価
を
記
入

す
る
。
ま
た
当
事
者
の
コ
メ
ン
ト
欄
が
あ
り
、

例
え
ば
Ａ
さ
ん
は
「
午
前
中
は
が
ん
ば
れ
た

が
、
午
後
は
初
め
て
の
業
務
を
教
え
て
も
ら
う

場
面
で
、
一
部
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
何
度
も

質
問
し
て
は
悪
い
と
思
い
、
わ
か
ら
な
い
ま
ま

退
社
し
気
分
が
重
い
」
と
記
入
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
日
の
不
調
、
悩
み
、
精

神
状
態
、
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い
る
仕
事
上
の

こ
と
が
、
具
体
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
Ａ
さ
ん
に
対
し
て
は
、
企
業

の
担
当
者
、
就
労
支
援
事
業
所
の
職
業
指
導
員

59
万
７
７
８
６
人
。
対
前
年
比
の
伸
び
率
は

３
・
４
％
。
障
害
別
は
身
体
障
害
者
35
万
９
０

６
７
・
５
人
（
伸
び
率
０
・
８
％
）
、
知
的
障
害

者
14
万
６
６
５
人
（
同
４
・
８
％
）
、
精
神
障
害

者
９
万
８
０
５
３
・
５
人
（
同
11
・
４
％
）
。
働

く
障
害
者
が
増
え
て
い
く
伸
び
率
は
精
神
障
害

が
最
多
。
雇
用
障
害
者
数
の
増
加
の
大
き
な
要

因
に
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
度
か
ら
身
体
障
害
者
、
知
的
障

害
者
に
加
え
、
精
神
障
害
者
が
障
害
者
雇
用
率

の
算
定
対
象
に
な
り
、
就
労
支
援
機
関
、
精
神

科
医
療
機
関
、
企
業
な
ど
の
支
援
と
精
神
障
害

者
ら
の
努
力
で
、
年
々
一
般
就
労
す
る
雇
用
障

害
者
数
は
増
加
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
精
神
障
害
者
の
就
労
に
は
「
勤
務

時
間
が
短
い
」
、
「
定
着
率
が
低
い
」
と
い
う

課
題
が
あ
り
、
こ
の
ハ
ー
ド
ル
を
ど
う
乗
り
越

え
る
か
、
頭
を
悩
ま
せ
る
支
援
員
は
、
い
ま
な

お
多
い
。
企
業
か
ら
は
「
精
神
障
害
は
目
に
見

え
な
い
」
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り

に
く
い
」
と
い
う
難
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
な
か
、
精
神
障
害
、
発
達

障
害
に
特
化
し
た
専
門
家
集
団
の
取
組
み
と
成

果
は
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

就
労
支
援
の
専
門
性
の
向
上
へ
ど
う
取
り

組
ん
で
い
る
か
、
Ｊ
Ｓ
Ｎ
副
理
事
・
統
括
施

「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
」
の
開
発
、
活
用
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【
５
W
１
H
】

い
つ
、
だ
れ
が
、
ど
こ
で
、

何
を
、
ど
う
し
て
、
ど
の
よ
う
に

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
は
こ
こ
か
ら
始

ま
る
。
利
用
者
が
取
り
組
む
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

精
神
・
発
達
障
害
者
の
雇
用
は
数
字
の
う
え

で
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
金
塚
さ
ん

は
、
「
私
た
ち
の
支
援
の
取
組
み
は
、
就
職
が

ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
働
き
続

け
る
こ
と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の

支
援
を
充
実
さ
せ
た
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
実

践
か
ら
、
基
礎
訓
練
の
ほ
か
、
『
ス
タ
ッ
フ
と
利

用
者
の
信
頼
関
係
』
、『
企
業
実
習
』
、『
ジ
ョ
ブ

コ
ー
チ
の
定
着
支
援
』
が
企
業
支
援
に
つ
な
が

る
―
こ
の
3
点
が
、
長
く
働
き
続
け
る
た
め
の

支
援
の
柱
に
な
り
ま
す
。
就
職
後
の
企
業
で
の

支
援
も
大
事
で
、
利
用
者
だ
っ
た
人
と
の
信
頼

関
係
を
継
続
し
、
定
着
支
援
の
ス
キ
ル
を
持
つ

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
が
役
割
を
発
揮
す
れ
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
の
方
向

づ
け
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
た
。

　

精
神
・
発
達
障
害
者
の
就
労
支
援
は
、「
就
職

す
る
」
ビ
ギ
ニ
ン
グ・ス
テ
ー
ジ
か
ら
、「
長
く
働

く
」
セ
カ
ン
ド
・
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
ん
で
い
る
。

り
、
次
に
支
援
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
、

課
題
克
服
を
進
め
ま
す
。
計
画
の
見
直
し
も
大

事
で
す
。
利
用
者
と
支
援
員
の
一
体
感
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
就
労
支
援
に
か
か
わ
る
人
材
育
成

に
は
３
年
は
必
要
で
す
」
と
い
う
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
は
利
用
者
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
支

援
員
、
職
場
の
担
当
者
を
つ
な
ぎ
、
双
方
に
効

果
が
出
て
い
る
。

　

ま
た
、
利
用
者
へ
向
け
た
具
体
的
な
行
動
指

針
が
、
掲
示
板
に
貼
り
出
さ
れ
て
い
た
。

【
行
動
指
針
】

あ
い
さ
つ
は
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

す
る
も
の
で
あ
る
。

失
敗
は
恐
れ
る
な
。

失
敗
は
経
験
で
あ
る
。

一
歩
踏
み
出
す
勇
気
。

そ
れ
が
一
番
大
事
。

【
ス
キ
ル
を
効
果
的
に
使
う
ポ
イ
ン
ト
】

１
視
線

２
表
情

３
姿
勢

４
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

５
声
の
大
き
さ

６
声
の
調
子
と
話
の
滑
ら
か
さ

７
話
の
内
容
や
言
い
方
の
工
夫

　

就
労
移
行
支
援
の
最
前
線
に
立
つ
Ｊ
Ｓ
Ｎ
新

大
阪
ア
ネ
ッ
ク
ス
所
長
の
橋
本
さ
ん
は
、
支
援

員
、
指
導
員
へ
の
現
場
教
育
を
重
視
す
る
。
い

ま
取
り
組
ん
で
い
る
就
労
支
援
で
の
人
材
育
成

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
聞
く
と
、
次
の
よ
う
に

答
え
て
く
れ
た
。

１
．
法
人
全
体
で
人
材
育
成
と
し
て
の
新
人
研

修
を
実
施

２
．
事
業
所
で
個
別
支
援
計
画
の
作
成
に
Ｏ
Ｊ

Ｔ
を
通
し
て
現
場
教
育
。
支
援
対
象
者
が

働
く
た
め
に
克
服
す
べ
き
課
題
を
明
確
に

す
る
。
そ
の
た
め
に
本
人
の
特
性
の
把
握

へ
情
報
収
集
を
医
療
、
学
校
、
相
談
所
な

ど
幅
広
く
徹
底
し
て
行
う
。
面
談
の
仕
方

を
み
ん
な
で
議
論
し
な
が
ら
中
身
の
あ
る

も
の
に
し
て
い
く
な
ど
、
個
別
支
援
計
画

を
徹
底
し
上
司
や
先
輩
が
新
人
や
部
下
、

後
輩
に
計
画
策
定
の
知
識
、
技
術
を
身
に

つ
け
さ
せ
る

３
．
精
神
科
医
を
招
い
て
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
。
精
神
障
害
、
発
達
障
害
の
行
動
特

性
、
医
療
サ
イ
ド
の
対
応
を
学
ぶ

４
．
所
長
が
指
導
員
、
支
援
員
か
ら
個
別
に
相

談
を
受
け
、
支
援
の
質
的
向
上
へ
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る

「
支
援
計
画
は
き
っ
ち
り
し
た
も
の
を
つ
く

長
く
働
き
続
け
る
た
め
の
支
援
へ

利
用
者
、
支
援
員
向
け
に

二
つ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要

働く広場  2022.6
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省 庁障害者に対する就労支援の推進 
～令和４年度障害者雇用施策関係予算のポイント～
厚生労働省 職業安定局 障害者雇用対策課／人材開発統括官 参事官室（人材開発政策担当）／大臣官房人事課

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
地
域
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、
障
害
者
の
雇
用
経
験
や
雇
用
ノ
ウ
ハ
ウ
が

不
足
し
て
い
る
障
害
者
雇
用
ゼ
ロ
企
業
等
を
中
心
と
す
る
法
定
雇
用
率
未
達
成
企
業
に
対
し

て
、
企
業
ご
と
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
求
人
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
求
職
者
の
開
拓
等
の
準
備
段

階
か
ら
採
用
後
の
定
着
支
援
ま
で
一
貫
し
た
「
企
業
向
け
チ
ー
ム
支
援
」
を
実
施
し
、
企
業
の

障
害
者
雇
用
を
支
援
す
る
。

（
２
）
「
障
害
者
向
け
チ
ー
ム
支
援
」
の
実
施
等
に
よ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の

　
　
　

強
化　
　
　
　
　
　

     　
　

    

﹇
予
算
額

１
、７
４
５
（
１
、９
２
３
）百
万
円
﹈

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
、
就
職
か
ら
職
場
定
着

ま
で
一
貫
し
た
支
援
を
行
う
「
障
害
者
向
け
チ
ー
ム
支
援
」
を
実
施
し
、
障
害
者
の
就
職
を
支

援
す
る
。

ま
た
、
就
職
準
備
性
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
な
障
害
者
を
対
象
に
、
一
般
雇
用
に
向
け
た
心

構
え
・
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
等
に
関
す
る
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
や
、
管
理
選
考
・
就
職
面
接
会

を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

（
３
）
中
堅
規
模
企
業
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
モ
デ
ル
の
構
築
事
業
﹇
新
規
﹈

     

﹇
予
算
額　
３
７
（
０
）百
万
円
﹈

経
営
改
善
に
資
す
る
障
害
者
雇
用
の
取
組
を
進
め
る
た
め
の
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

対
象
企
業
に
お
け
る
取
組
を
モ
デ
ル
事
例
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
横
展
開
を
図
る
。

（
4
）
福
祉
、
教
育
、
医
療
か
ら
雇
用
へ
の
移
行
推
進
事
業
の
実
施

﹇
予
算
額　
２
８
８
（
２
９
１
）
百
万
円
﹈

福
祉
、
教
育
、
医
療
か
ら
雇
用
へ
の
移
行
を
推
進
す
る
た
め
、
福
祉
施
設
、
特
別
支
援
学
校
、

医
療
機
関
等
の
地
域
の
関
係
機
関
や
事
業
主
団
体
・
企
業
と
連
携
し
つ
つ
、
職
場
実
習
を
総
合

的
か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
。
特
に
、
中
小
企
業
に
お
け
る
職
場
実
習
の
推
進
を
図
る
。

ま
た
、
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、
事
業
所
見
学
会
等
の
機
会
の
充
実
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
中
心

と
な
っ
た
企
業
と
福
祉
分
野
の
連
携
促
進
事
業
の
推
進
等
を
図
る
。

（
５
）
障
害
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事
業
の
実
施﹇

予
算
額

１
、２
６
９
（
１
、６
０
０
）
百
万
円
﹈

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の
紹
介
に
よ
り
障
害
者
を
試
行
雇
用
（
原
則
３
か
月
。
精
神
障
害
者
に
つ

い
て
は
最
大
12
か
月
。）
す
る
事
業
主
に
対
し
て
助
成
し
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
と
安
定
を
図

る
。

２　

安
心
し
て
安
定
的
に
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備

﹇
予
算
額

８
、３
４
８
（
８
、０
６
３
）
百
万
円
﹈

（
１
）
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
就
労
支
援

﹇
予
算
額

７
、９
８
８
（
７
、９
０
７
）
百
万
円
﹈

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
未
設
置
圏
域
に
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
進

め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
地
域
支
援
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
と
し
て
障
害
者
の
就

業
面
と
生
活
面
の
一
体
的
な
相
談
・
支
援
の
推
進
を
図
る
。

（
２
）
障
害
者
の
正
社
員
化
等
に
取
り
組
む
事
業
主
へ
の
支
援
の
充
実

﹇
予
算
額

３
０
２
（
９
８
）百
万
円
﹈

【
施
策
の
概
要
】

　

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
状
況
を
見
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴

う
経
済
活
動
の
低
下
に
よ
り
、
障
害
者
雇
用
へ
の
影
響
が
一
定
見
ら
れ
た
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

お
け
る
就
職
件
数
は
一
定
程
度
回
復
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
、
障
害
者
の
就
労
意
欲
の
高
ま

り
が
見
ら
れ
る
。
令
和
３
年
の
障
害
者
の
雇
用
者
数
は
、
平
成
16
年
以
降
、
18
年
連
続
で
過
去

最
高
を
更
新
し
、
実
雇
用
率
も
2
・
20
%
と
10
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
、
障
害
者
雇
用

は
着
実
な
進
展
が
見
ら
れ
る
。
一
方
で
、
障
害
者
雇
用
率
が
令
和
３
年
３
月
に
0
・
1
％
引
上
げ

ら
れ
た
こ
と
等
も
踏
ま
え
、
中
小
企
業
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
就
労
を
希
望
す
る
障
害
者
に
つ
い
て
も
、
多
様
化
が
進
ん
で
き
て
お
り
、
希
望
や

能
力
に
応
じ
て
、
活
き
活
き
と
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
の
整
備
な
ど
、
雇
用
の
質
に
着
目
し
た

取
組
も
必
要
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
の
中
に
は
障
害
者
を
全
く
雇
用
し
て
い
な
い
企
業
（
障
害
者
雇
用
ゼ
ロ
企
業
）
も

多
い
状
況
に
あ
る
。
中
小
企
業
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
が
進
み
、
身
近
な
地
域
で
働
く
選
択
肢

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
は
、
障
害
者
が
希
望
や
特
性
等
に
応
じ
た
働
き
方
を
実
現
し
て
い
く
た
め

の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
近
年
、
雇
用
者
数
や
就
労
希
望
者
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
精
神
障
害
者
に
つ
い

て
は
、
一
般
に
職
場
定
着
に
課
題
を
抱
え
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
雇
入
れ
支

援
に
加
え
て
、
雇
用
さ
れ
た
後
の
職
場
で
の
定
着
支
援
に
つ
い
て
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
I
C
T
を
活
用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
政
府
全
体
で
導
入
の
推
進
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
障
害
者
に
お
い
て
も
、
多
様
な
働
き
方
の
推
進
や
通
常
の
職
場
で
の

勤
務
が
困
難
な
者
等
の
雇
用
機
会
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
に

テ
レ
ワ
ー
ク
の
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
公
務
部
門
の
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
さ
れ
る
障
害
者
の
職
場
定
着
支
援
や

支
援
体
制
づ
く
り
の
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
配
置
す
る
職
場
適
応
支
援
者
に
よ
る
定
着
支

援
を
引
き
続
き
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

右
記
の
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、

①
中
小
企
業
を
は
じ
め
と
し
た
障
害
者
の
雇
入
れ
支
援
等

②
精
神
障
害
者
、
発
達
障
害
者
、
難
病
患
者
等
の
多
様
な
障
害
特
性
に
対
応
し
た
就
労
支
援

③
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
支
援

④
公
務
部
門
に
お
け
る
障
害
者
の
雇
用
促
進
・
定
着
支
援

を
主
要
な
柱
と
し
て
、
障
害
者
に
対
す
る
就
労
支
援
及
び
定
着
支
援
を
図
る
。

１　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
「
チ
ー
ム
支
援
」
等
の
実
施
に
よ
る
支
援
の
充
実
・
強
化

   

﹇
予
算
額

５
、２
３
３
（
５
、７
４
４
）百
万
円
﹈

（
１
）
障
害
者
雇
用
ゼ
ロ
企
業
等
に
対
す
る
「
企
業
向
け
チ
ー
ム
支
援
」
の
実
施

﹇
予
算
額　
９
５
７
（
９
８
２
）百
万
円
﹈

令
和
４
年
度
予
算
額         

２
４
、４
２
１
（
２
４
、８
５
２
）
百
万
円

※
括
弧
書
き
は
前
年
度
（
令
和
３
年
度
）
予
算
額

※本誌では通常西暦で表記していますが、この記事では元号で表記しています

Ⅰ
中
小
企
業
を
は
じ
め
と
し
た
障
害
者
の
雇
入
れ
支
援
等
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が
必
要
な
学
生
等
に
対
し
て
、
大
学
等
と
連
携
し
て
支
援
対
象
者
の
早
期
把
握
を
図
る
と
と
も

に
、
就
職
準
備
か
ら
就
職
・
職
場
定
着
ま
で
の
一
貫
し
た
支
援
を
行
う
。

（
３
）
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
難
病
患
者
へ
の
就
労
支
援
の
実
施

﹇
予
算
額　
２
１
７
（
２
２
０
）
百
万
円
﹈

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
難
病
患
者
就
職
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
配
置
し
、
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

等
と
連
携
し
て
、
就
職
を
希
望
す
る
難
病
患
者
に
対
し
て
、
そ
の
症
状
の
特
性
を
踏
ま
え
た
き

め
細
か
な
就
労
支
援
を
行
う
。

（
４
）
発
達
障
害
者
・
難
病
患
者
を
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
対
す
る
助
成
の
実
施

﹇
予
算
額　
６
１
４
（
５
６
７
）
百
万
円
﹈

発
達
障
害
者
又
は
難
病
の
あ
る
者
を
雇
い
入
れ
、
適
切
な
雇
用
管
理
等
を
行
っ
た
事
業
主
に

対
す
る
助
成
を
実
施
す
る
。

１　

障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
支
援
（
一
部
再
掲
）                                        

﹇
予
算
額　
１
、
２
８
４
（
１
、
５
５
０
）百
万
円
﹈

障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
を
図
る
た
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導

入
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
の
支
援
の
た
め
の
企
業
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
個
別
企
業
へ
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
を
実
施
す
る
。

１　

公
務
部
門
に
お
け
る
障
害
者
の
雇
用
促
進
・
定
着
支
援                                        

﹇
予
算
額　
２
７
５
（
３
３
３
）百
万
円
﹈

公
務
部
門
に
お
け
る
雇
用
す
る
障
害
者
の
定
着
支
援
を
引
き
続
き
推
進
す
る
た
め
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
に
職
場
適
応
支
援
者
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
も
、
障
害
特

性
に
応
じ
た
個
別
支
援
、
障
害
に
対
す
る
理
解
促
進
の
た
め
の
研
修
等
を
行
う
。

１　

職
業
能
力
開
発
校
（
一
般
校
）
に
お
け
る
精
神
障
害
者
等
の
受
入
体
制
の
整
備
（
再
掲
）                                         

﹇
予
算
額　
１
５
５
（
３
１
６
）百
万
円
﹈

２　

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
に
お
け
る
特
別
支
援
障
害
者
に
重
点
を
置
い
た
職
業
訓
練
の

推
進                                    

﹇
予
算
額　
４
、６
１
３
（
４
、６
７
１
）百
万
円
﹈

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
に
お
い
て
、「
職
業
訓
練
上
特
別
な
支
援
を
要
す
る
障
害
者
」
を

重
点
的
に
受
入
れ
、
障
害
特
性
に
応
じ
た
職
業
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
等
に
よ

り
訓
練
生
の
安
全
や
校
舎
の
維
持
管
理
面
で
緊
急
性
の
高
い
施
設
整
備
を
実
施
す
る
。

３　

障
害
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
委
託
訓
練
の
実
施

﹇
予
算
額　
１
、
４
７
９
（
１
、
４
４
０
）百
万
円
﹈

企
業
、社
会
福
祉
法
人
、N
P
O
法
人
、民
間
教
育
訓
練
機
関
等
多
様
な
訓
練
資
源
を
活
用
し
、

障
害
者
が
住
む
身
近
な
地
域
で
多
様
な
職
業
訓
練
を
実
施
す
る
。

就
業
規
則
又
は
労
働
協
約
等
に
規
定
し
た
制
度
に
基
づ
き
、
有
期
雇
用
労
働
者
等
で
あ
る
障

害
者
を
正
規
雇
用
、
無
期
雇
用
に
転
換
し
た
場
合
に
助
成
す
る
。

（
３
）
障
害
者
差
別
の
禁
止
及
び
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
係
る
相
談
支
援
等

﹇
予
算
額

５
８
（
５
８
）百
万
円
﹈

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
専
門
窓
口
を
設
置
し
、
障
害
者
差
別
の
禁
止
及
び
合
理
的
配
慮
の
提

供
に
つ
い
て
、
個
々
の
企
業
の
実
情
に
応
じ
た
対
応
へ
の
相
談
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
障
害

者
雇
用
に
課
題
を
持
つ
事
業
主
に
対
す
る
講
習
会
等
を
開
催
す
る
。

１　

精
神
障
害
者
等
に
対
す
る
就
労
支
援
の
充
実

﹇
予
算
額　
１
、４
８
８
（
１
、５
３
６
）百
万
円
﹈

（
１
）
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
精
神
障
害
者
へ
の
専
門
的
支
援
の
推
進

﹇
予
算
額

１
、４
６
６
（
１
、５
０
９
）百
万
円
﹈

　

精
神
障
害
者
の
安
定
し
た
雇
用
を
実
現
す
る
た
め
の
職
場
定
着
支
援
の
観
点
か
ら
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
、
精
神
保
健
福
祉
士
等
の
資
格
を
有
す
る
「
精
神
障
害
者
雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
配
置
し
、
精
神
障
害
者
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
企
業
に
対
す
る
精
神
障
害
者

等
の
雇
用
に
係
る
課
題
解
決
の
た
め
の
相
談
援
助
等
の
支
援
を
行
う
。

（
２
）
精
神
・
発
達
障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

﹇
予
算
額

２
２
（
２
７
）百
万
円
﹈

企
業
内
の
一
般
労
働
者
を
対
象
と
し
て
、
精
神
・
発
達
障
害
者
を
温
か
く
見
守
り
、
支
援
す

る
応
援
者
と
な
る
「
精
神
・
発
達
障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
て
い
く
こ
と
で
、

就
労
の
場
面
で
、
精
神
・
発
達
障
害
者
が
よ
り
活
躍
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

２　

職
業
能
力
開
発
校
（
一
般
校
）
に
お
け
る
精
神
障
害
者
等
の
受
入
体
制
の
整
備

﹇
予
算
額

１
５
５
（
３
１
６
）百
万
円
﹈

精
神
障
害
者
等
の
受
入
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
職
業
能
力
開
発
校
に
お
い
て
精
神
保
健
福

祉
士
等
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
精
神
障
害
者
等
の
受
入
れ
に
係
る
ノ
ウ
ハ
ウ
普
及
・
対
応
力

強
化
に
取
り
組
む
。

３　

発
達
障
害
者
、
難
病
患
者
に
対
す
る
就
労
支
援

﹇
予
算
額

１
、４
１
４
（
１
、３
８
７
）百
万
円
﹈

（
１
）
発
達
障
害
者
雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
就
職
準
備
段
階
か
ら
職
場
定
着
ま
で

の
一
貫
し
た
専
門
的
支
援
の
実
施　
　
　

﹇
予
算
額

４
７
３
（
４
９
０
）百
万
円
﹈

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
、
発
達
障
害
者
の
就
労
支
援
等
の
十
分
な
経
験
を
有
す
る
「
発
達
障
害
者

雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
配
置
し
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
の
積
極
的
な
連

携
を
図
り
つ
つ
、発
達
障
害
者
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
就
職
に
向
け
た
準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

企
業
や
支
援
担
当
者
に
対
す
る
発
達
障
害
者
の
雇
用
や
定
着
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
等
を

推
進
す
る
。

（
2
）
発
達
障
害
等
の
あ
る
学
生
等
に
対
す
る
専
門
的
な
就
職
支
援
の
実
施

﹇
予
算
額　
１
０
８
（
１
１
０
）
百
万
円
﹈

大
学
等
に
お
け
る
発
達
障
害
者
等
の
増
加
を
踏
ま
え
、
就
職
活
動
に
際
し
て
専
門
的
な
支
援

Ⅱ
精
神
障
害
者
、発
達
障
害
者
、難
病
患
者
等
の
多
様
な
障
害
特
性
に
対
応
し
た
就
労
支
援

Ⅲ
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
支
援

Ⅳ
公
務
部
門
に
お
け
る
障
害
者
の
雇
用
促
進
・
定
着
支
援

Ⅴ
障
害
者
の
職
業
能
力
開
発
支
援
の
強
化
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精
神
障
害
は
15
％
と
少
な
く
、
パ
ー
ト
等
の
仕
事
が
比

較
的
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
視
覚
障
害
で
は
自
営
等

が
21
％
と
多
く
、
ま
た
、
知
的
障
害
で
は
福
祉
︵
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
等
︶
の
利
用
が
10
％
、
就
労
継

続
支
援
Ａ
型
事
業
所
の
利
用
が
８
％
と
ほ
か
の
障
害
よ

り
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
仕
事
を
し
て

い
な
い
と
回
答
し
た
者
は
、
肢
体
不
自
由
で
20
％
、
精

神
障
害
で
20
％
、
内
部
障
害
で
15
％
と
比
較
的
多
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

障
害
者
の
職
業
生
活
に
つ
い
て
は
、
長
期
に
わ
た
る

就
職
、
就
業
継
続
、
離
職
の
各
局
面
で
の
状
況
と
課
題

を
把
握
し
、
そ
の
結
果
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
支
援
を

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
機
構
の
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
社
会
的
支
援

部
門
で
は
、
２
０
０
８
︵
平
成
20
︶
年
度
の
調
査
開
始

時
に
就
業
し
て
い
た
障
害
者
を
、
40
歳
未
満
と
40
歳
以

上
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
２
年
間
を
１
期
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
１
回
ず
つ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
８
期

︵
16
年
間
︶
に
わ
た
る
追
跡
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
調
査
も
、
す
で
に
15
年
目
に
入
り
、
各
グ
ル
ー
プ

で
７
期
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
期
間
に
は
、
障

害
者
総
合
支
援
法
の
施
行
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
で

の
合
理
的
配
慮
提
供
や
障
害
者
差
別
禁
止
の
義
務
化
と

い
っ
た
大
き
な
制
度
の
変
化
や
、
東
日
本
大
震
災
や
経

済
的
変
化
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
長
期
追
跡
調
査
の
う
ち
、
第

６
期
︵
11
年
目
・
12
年
目
︶
の
調
査
結
果
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、
第
６
期
調
査
の
段
階
で
は
、
視
覚
障
害

者
１
０
５
人
、
聴
覚
障
害
者
２
１
７
人
、
肢
体
不
自
由

者
２
３
１
人
、
内
部
障
害
者
１
１
０
人
、
知
的
障
害
者

２
７
０
人
、
精
神
障
害
者
１
１
０
人
、
計
１
０
４
３
人

が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
回
答
は
、
５
９
７
人
︵
回

収
率
57
%
︶
か
ら
得
て
い
ま
す
。

　

回
答
者
の
う
ち
正
社
員
、パ
ー
ト
等
、派
遣
、自
営
業
、

内
職
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
で
働
い
て
い
る
者

の
割
合
を
就
労
率
と
し
て
計
算
し
ま
し
た
。
ど
の
障
害

で
も
就
労
率
は
75
％
以
上
で
し
た
が
、
障
害
の
種
類
に

よ
っ
て
就
労
率
や
就
労
形
態
に
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

図
１
に
示
す
よ
う
に
、
障
害
の
種
類
別
に
就
労
形
態

の
構
成
割
合
を
み
る
と
、
正
社
員
は
、
身
体
障
害
で
は

５
割
前
後
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
知
的
障
害
は
20
％
、

１
は
じ
め
に

２
障
害
種
類
別
の
就
労
状
況

調
査
研
究
報
告
書
№
160
「
障
害
の
あ
る
労
働
者
の

職
業
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
調
査
研
究（
第
６
期
）」

障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
部
門　

社
会
的
支
援
部
門

視覚障害
（57人）

聴覚障害
（108人）

肢体不自由
（126人）

内部障害
（68人）

知的障害
（167人）

精神障害
（71人）

自営等

福祉

A型

仕事をしていない

正社員 パート等 派遣
就労者

就労していない者

その他・無回答

その他・無回答

図１　障害の種類別の就労形態
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５ 

お
わ
り
に

　

本
調
査
研
究
で
は
、「
仕
事
を
す
る
理
由
」
と
し
て
、「
収

入
を
得
る
た
め
」、「
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
た
め
」、

「
社
会
の
中
で
役
割
を
果
た
す
た
め
」、「
自
分
自
身
が
成

長
す
る
た
め
」、「
生
き
が
い
や
楽
し
み
の
た
め
」、「
生
活

の
リ
ズ
ム
を
維
持
す
る
た
め
」、「
心
身
の
健
康
の
た
め
」

の
７
項
目
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
第
５
期
と
第
６
期
の

デ
ー
タ
か
ら
は
、
障
害
の
種
類
に
よ
る
違
い
を
考
慮
し

て
も
、比
較
的
一
貫
し
て
、仕
事
の
満
足
度
が
高
い
者
は
、

「
社
会
の
中
で
役
割
を
果
た
す
た
め
」
や
「
生
き
が
い
や

楽
し
み
の
た
め
」
を
「
仕
事
を
す
る
理
由
」
と
し
て
選

択
し
て
い
る
者
に
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

　

本
人
が
選
択
し
た
仕
事
を
す
る
理
由
が
仕
事
の
満
足

度
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
、
こ
の
分
析
だ
け

か
ら
い
え
る
こ
と
は
ま
だ
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
さ
ら
に
分
析
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 　

長
期
に
わ
た
り
個
人
を
追
跡
す
る
研
究
方
法
は
、
欧

米
で
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
、
日
本
で
も
1
9
8
0
年

代
後
半
か
ら
賃
金
、
就
業
、
家
計
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
が
あ
り
ま
す
が
、
障
害
者
を
対
象

と
し
た
就
業
に
関
す
る
本
調
査
研
究
は
希ま
れ

な
取
組
み
で

あ
り
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
（
28
ペ
ー
ジ
★
）。

　

２
０
１
６
年
に
は
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
施
行

さ
れ
、
差
別
禁
止
と
合
理
的
配
慮
が
事
業
主
の
義
務
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
２
０
１
６
年
の
第
５
期
調
査

以
降
は
、「
雇
用
分
野
に
お
け
る
差
別
禁
止
・
合
理
的

配
慮
の
指
針
」
の
把
握
状
況
や
、
指
針
に
沿
っ
た
職
場

で
支
障
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
確
認
や
話
合
い
の
機
会

の
状
況
を
追
加
し
て
調
査
し
て
い
ま
す
。
第
５
期
調
査

と
第
６
期
調
査
の
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
法
制
度

の
変
化
が
、
実
際
の
障
害
者
の
職
場
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

　
「
雇
用
分
野
に
お
け
る
差
別
禁
止
・
合
理
的
配
慮
の

指
針
」
を
把
握
し
て
い
る
と
回
答
し
た
障
害
者
の
割
合

は
29
％
か
ら
30
％
と
あ
ま
り
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

　

一
方
で
、
図
２
に
示
す
よ
う
に
、
指
針
に
沿
っ
た
合

理
的
配
慮
の
具
体
的
な
取
組
み
の
第
一
歩
で
あ
る
、
職

場
で
支
障
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
確
認
や
話
合
い
の
機

会
は
、「
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
確
認
や
話
合
い
の
機

会
が
あ
っ
た
」
と
「
新
た
に
確
認
や
話
合
い
の
機
会
が

あ
っ
た
」
も
の
を
加
え
る
と
、
全
体
で
39
％
か
ら
52
％

へ
と
大
き
く
増
加
し
、「
確
認
や
話
合
い
の
機
会
は
ま

だ
な
い
」
が
39
％
か
ら
24
％
へ
と
大
き
く
減
少
し
て
い

ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
約
４
人
に
１
人
は
話
合
い
の

機
会
を
持
て
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

４ 

仕
事
を
す
る
理
由
と
仕
事
の
満
足
度
の
関
係 

３ 

差
別
禁
止
と
合
理
的
配
慮
指
針
の
把
握
状
況

　

 

と
職
場
で
の
話
合
い
の
機
会
の
状
況
の
変
化 

全障害
（411人）

視覚障害
（44人）

肢体不自由
（79人）

知的障害
（114人）

今までと同じように確認や話合いの機会があった

よくわからない

新たに確認や話合いの機会があった

無回答

確認や話合いの機会はまだない

第５期

第５期

第５期

第５期

第 6 期

第 6 期

第 6 期

第 6 期

図２　職場で支障となっていることの確認や話合いの状況（第５期及び第６期ともに回答した者での比較）
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31

37

18
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14 10
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4
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11 4
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％

36 41

44 67

24

12

36

270 28

24 42

25

10

39

24

18

19

4

5

聴覚障害
（82人）

内部障害
（48人）

精神障害
（44人）

第５期

第５期

第５期

第 6 期

第 6 期

第 6 期
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石
川
県
は
、
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
障
害
に
つ
い

て
の
理
解
促
進
の
た
め
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
障
害
に
つ

い
て
学
ぼ
う
！
」
を
公
開
し
た
。
県
内
の
小
中
学
校
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
１
人
１
台
配
布
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
校
内
の
総
合
的
な
学
習
の
授
業
や
自
学
教
材
に

活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
ざ
す
。

　

サ
イ
ト
は
小
学
校
高
学
年
以
上
を
対
象
に
、
ク
イ
ズ

形
式
の
解
説
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
障
害
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
必
要
な
配
慮
や
工
夫
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
。
街
な
か

に
あ
る
障
害
者
へ
の
配
慮
を
見
つ
け
な
が
ら
学
べ
る
イ

ラ
ス
ト
つ
き
の
ペ
ー
ジ
や
、
県
立
ろ
う
学
校
の
生
徒
に

よ
る
手
話
動
画
で
基
礎
か
ら
手
話
を
学
べ
る
ペ
ー
ジ
な

ど
が
あ
る
。
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
な
ど
も
含
め
、

障
害
に
つ
い
て
総
合
的
に
学
べ
る
。

http://w
w
w
.pref.ishikaw

a.jp/fukusi/m
anabu/

　

三
重
県
は
、
地
域
の
企
業
と
就
労
支
援
事
業
所
が

連
携
し
て
施
設
外
就
労
に
取
り
組
む
、
施
設
外
就
労

「M

み

え

.I.E

モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
導
入
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
発
行
し
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

M
.I.E

モ
デ
ル
は
、
直
接
雇
用
後
に
障
害
者
の
即
戦

力
化
が
見
込
め
る
な
ど
の
施
設
外
就
労
の
メ
リ
ッ
ト
に

加
え
て
、
地
域
の
企
業
群
と
複
数
の
就
労
支
援
事
業
所

が
連
携
す
る
こ
と
で
企
業
・
障
害
者
・
就
労
支
援
事
業

所
に
〝
Ｗ
ｉ
ｎ
・
Ｗ
ｉ
ｎ
・
Ｗ
ｉ
ｎ
〞
の
関
係
を
も
た

ら
す
「
良
質
な
施
設
外
就
労
」。
同
モ
デ
ル
の
普
及
啓

発
売
し
た
。
障
害
者
手
帳
の
機
能
を
持
た
せ
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」
と
連
携
し
、
ミ

ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
利
用
者
が
加
入
で
き
る
。

　

ミ
ラ
イ
ロ
保
険
は
、
障
害
者
全
般
の
専
用
が
ん
保
険

と
す
る
こ
と
で
、
服
薬
や
通
院
歴
な
ど
が
あ
っ
て
も
、

審
査
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
加
入
し
や
す
く
な
っ
て
い

る
。
医
師
の
診
査
は
不
要
で
、
簡
単
な
健
康
状
態
の
告

知
の
み
で
申
し
込
め
る
。
ま
た
障
害
者
（
被
保
険
者
）

の
家
族
や
成
年
後
見
人
、
施
設
職
員
な
ど
が
本
人
の
健

康
状
態
を
確
認
し
た
う
え
で
、
代
理
で
手
続
き
や
告
知

が
で
き
る
。

　
「
一
般
社
団
法
人
Ｐポ

ロ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
」
代
表
理
事
の
堀ほ

り

清き
よ

和か
ず

さ
ん
ら
が
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
・
合
理
的
配
慮
提
供
の

た
め
の
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
〜
教
育
・
福
祉
・
就
労

の
場
で
活
用
で
き
る
実
践
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〜
』（
晃
洋
書
房
刊
）
を
出
版
し
た
。

　
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
は
、
こ
れ
ま
で
外
国
に
ル
ー

ツ
の
あ
る
人
の
防
災
・
医
療
で
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、

本
書
で
は
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
「
や
さ
し

い
日
本
語
」
を
、意
思
疎
通
が
む
ず
か
し
い
人
へ
の
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
な
支
援
に
も
応
用
し
、
教
育
や
福
祉
・
就

労
の
場
で
活
用
す
る
こ
と
を
提
言
す
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
の
観
点
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
合
理
的
配
慮
を
提

供
す
る
こ
と
を
、
研
究
者
や
支
援
者
、
障
害
の
あ
る

当
事
者
や
そ
の
家
族
な
ど
が
執
筆
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
切
り
口
か
ら
支
援
方
法
、
障
害
特
性
、

留
意
点
を
解
説
し
て
い
る
。
B
5
判
１
８
２
ペ
ー
ジ
、

２
２
０
０
円
（
税
込
）。

発
に
よ
り
、
企
業
の
労
働
力
不
足
解
消
や
障
害
者
の
職

場
定
着
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
ね
ら
い
。
県
で
は
今
後
、

企
業
と
就
労
支
援
事
業
所
の
意
見
交
換
会
も
予
定
し
て

い
る
。問
合
せ
は
三
重
県
雇
用
経
済
部
雇
用
対
策
課
へ
。

電
話
：
０
５
９
ー
２
２
４
ー
２
５
１
０

https://www.pref.mie.lg.jp/KOYOU/HP/m0139400215.htm

　

中
部
国
際
空
港
（
常と

こ

滑な
め

市
）
の
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
国

内
線
出
発
エ
リ
ア
に
、
発
達
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神

障
害
な
ど
の
あ
る
人
が
、
搭
乗
す
る
前
に
心
を
落
ち
着

か
せ
る
た
め
の
「
カ
ー
ム
ダ
ウ
ン
・
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
ス

ペ
ー
ス
」
が
設
置
さ
れ
た
。
国
内
で
は
成
田
国
際
空
港

や
羽
田
空
港
な
ど
に
続
き
４
カ
所
目
。

　

ス
ペ
ー
ス
は
約
３
㎡
（
幅
１
・
３
ｍ
×
奥
行
き
２
・
４

ｍ
×
高
さ
２
ｍ
）
で
、他
者
か
ら
の
視
線
や
外
部
の
音
、

光
を
で
き
る
か
ぎ
り
さ
え
ぎ
る
よ
う
間
仕
切
り
さ
れ
、

中
に
は
い
す
が
三
つ
置
か
れ
て
い
る
。
地
元
産
の
木
材

を
使
用
し
、
農
林
中
央
金
庫
・
愛
知
県
森
林
組
合
連
合

（
名
古
屋
市
）
が
寄
贈
し
た
。

　

当
事
者
と
付
き
添
い
者
が
予
約
不
要
・
無
料
で
使
え

る
。
今
後
は
国
際
線
搭
乗
ロ
ビ
ー
へ
の
設
置
も
検
討
す

る
と
い
う
。

　
「
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
」（
東
京
都
）

と
「
株
式
会
社
ミ
ラ
イ
ロ
」（
大
阪
府
）、
知
的
障
害
者

ら
向
け
の
保
険
を
扱
う
「
ぜ
ん
ち
共
済
株
式
会
社
」（
東

京
都
）
は
、
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
を
対
象
と
し

た
専
用
が
ん
保
険
「
ミ
ラ
イ
ロ
保
険
」
を
共
同
開
発
し
、

中
部
国
際
空
港
に
障
害
者
用
ス
ペ
ー
ス

愛知

障
害
者
が
幅
広
く
対
象
「
が
ん
保
険
」

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
・
合
理
的
配
慮
提
供
の

た
め
の「
や
さ
し
い
日
本
語
」』

施
設
外
就
労
の
導
入
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

三重

生
活
情
報

「
障
害
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！
」

子
ど
も
向
け
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
開
設

石川 地
方
の
動
き

本
紹
介
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編
集
委
員
の
ひ
と
こ
と

ミ

ニ

コ

ラ

ム

第
13
回

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン岡

山
障
害
者
文
化
芸
術
協
会
代
表
理
事  

阪
本
文
雄

※
今
号
の
「
編
集
委
員
が
行
く
」

（
20
〜
25
ペ
ー
ジ
）
は
阪
本
委
員

が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

働く広場  2022.6

　

１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
の
「
国
際
障
害
者
年
（
Ｉ
Ｙ
Ｄ
Ｐ
）」
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。
41
年
前
、
国
連
が
世
界
の
人
々
に
、
障
害
者
が
社
会
に
完
全
に
参
加
す

る
こ
と
を
求
め
、
宣
言
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
完
全
参
加
と
平
等
」。
目
的
と
し
て
身
体
的
、
精
神
的
社
会
適
応

へ
の
援
助
、
訓
練
、
指
導
を
行
い
雇
用
の
機
会
を
提
供
、
交
通
シ
ス
テ
ム
、
施
設

を
利
用
し
や
す
く
改
善
し
障
害
者
が
経
済
的
、
文
化
的
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
す
る
義
務
を
負
う
、
な
ど
５
項
目
を
挙
げ
、
各
国
政
府
に
行
動
計
画
の
立
案
と

実
行
を
う
な
が
し
た
。

　
「
完
全
参
加
と
平
等
」
の
理
念
の
中
心
に
い
た
の
が
、「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

を
提
唱
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
バ
ン
ク
・
ミ
ケ
ル
セ
ン
だ
。
政
府
の
障
害
者
福
祉
担

当
の
役
人
だ
っ
た
。

　
「
障
害
者
は
施
設
を
出
て
、
地
域
で
暮
ら
す
。
施
設
の
役
割
は
地
域
で
暮
ら
す

障
害
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
だ
」
と
唱
え
て
い
る
。

　

障
害
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
就
学
免
除
に
な
る
こ
と
も
な
く
、
施
設
へ
入
る
こ

と
も
な
い
。
小
学
校
へ
入
学
し
教
育
が
終
わ
れ
ば
就
労
し
、
地
域
で
暮
ら
し
文
化
、

芸
術
を
楽
し
む
。
健
常
者
と
同
じ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
地
域
で
歩
む
。

　

日
本
で
は
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
障

害
者
が
訓
練
、指
導
を
受
け
て
働
く
就
労
支
援
制
度
が
で
き
た
。
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
最
終
ゴ
ー
ル
が
就
労
支
援
で
あ
り
、
ア
ー
ト
支
援
だ
と
考
え
て
い
る
。

検索NIVR

第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会
発表者募集のお知らせ

　当機構では職業リハビリテーションの研究成果を広く周知する
とともに、参加者相互の意見交換、経験交流を行う場として「職
業リハビリテーション研究・実践発表会」を毎年開催しています。
　今年度は、2022（令和４）年11月15日（火）、11月16日（水）
の２日間、東京都江東区有明の東京ビッグサイトで開催する予定
です。５月末ごろから発表者を募集しますので、詳細は当機構障
害者職業総合センター（NIVR）ホームページをご覧ください。
　なお、当日の参加者については、８月末ごろにホームページな
どで募集する予定です。
※ 新型コロナウイルス感染症への対応等により、開催等に変更が
生じる場合があります。

〈お問合せ〉 研究企画部 企画調整室　TEL：043-297-9067　E-mail：kikakubu@jeed.go.jp　

障害者職業総合センターホームページでは、昨年度までの開催内容を掲載していますので、あわせてご覧ください。 
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編 集 委 員
（五十音順）

6月号

定価141円（本体129円＋税）送料別
令和４年 5月25日発行
無断転載を禁ずる

・本誌に掲載した論文等で意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解で
あることをお断りします。本誌では「障害」という表記を基本としていますが、
執筆者・取材先の方針などから、ほかの表記とすることがあります。

株式会社 FVP代表取締役

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク 副理事・統括施設長

岡山障害者文化芸術協会 代表理事

トヨタループス株式会社 取締役

武庫川女子大学 学生サポート室専門委員

あきる野市障がい者就労・生活支援センターあすく センター長

サントリービジネスシステム株式会社 課長

神奈川県立保健福祉大学 名誉教授

有限会社まるみ 取締役社長

筑波大学大学院 准教授

常磐大学 准教授

大塚由紀子
金塚たかし
阪  本  文  雄
清 水 康 史
諏訪田克彦
原  　智   彦
平  岡  典  子
松  爲  信  雄
三  鴨  岐  子
八 重 田   淳
若  林 　 功

●
こ
の
人
を
訪
ね
て

分
身
ロ
ボ
ッ
ト
「O

riH
im
e

」
を
開
発
す
る
株
式
会

社
オ
リ
ィ
研
究
所
（
東
京
都
）
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

吉
藤
健
太
朗
さ
ん
に
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
に
参
加

で
き
る
未
来
に
つ
い
て
、
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

●
職
場
ル
ポ

総
合
建
設
業
の
清
水
建
設
株
式
会
社（
東
京
都
）を
取

材
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
推
進
室
の
新
設
や
、
障
害
者

雇
用
の
取
組
み
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

●
グ
ラ
ビ
ア

参
天
製
薬
株
式
会
社
の
特
例
子
会
社
で
、
お
も
に
各

工
場
で
使
用
さ
れ
る
作
業
着
な
ど
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
株
式
会
社
ク
レ
ー
ル
（
滋
賀
県
）
を
訪
問
。
障
害

の
あ
る
人
が
活
躍
す
る
現
場
を
紹
介
し
ま
す
。

●
編
集
委
員
が
行
く

大
塚
由
紀
子
編
集
委
員
が
、
日
本
理
化
学
工
業
株
式

会
社
（
神
奈
川
県
）
を
訪
問
。
企
業
の
取
組
み
や
、
障

害
の
あ
る
社
員
が
活
躍
で
き
る
仕
組
み
に
つ
い
て
取
材

し
ま
す
。

次
号
予
告

検索富士山マガジンサービス

あなたの原稿をお待ちしています
■ 声̶障害者雇用にかかわるお考えやご意見、行事やできごと
などを500字以内で編集部（企画部情報公開広報課）まで。

　　●発　行ーー独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED)
発行人ーー企画部長　奥村英輝

 編集人ーー企画部情報公開広報課長　中上英二
〒261－8558  千葉県千葉市美浜区若葉 3－1－2　

電話  043－213－6216（企画部情報公開広報課）
ホームページ https://www.jeed.go.jp/　メールアドレス hiroba@jeed.go.jp
●発売所ーー株式会社広済堂ネクスト
 〒105－8318 東京都港区芝浦1－2－3  シーバンスS館13階
 電話  03－5484－8821　　FAX  03－5484－8822

掲示板

私
の
仕
事
内
容
は
、
お
も
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
作
業
で
す
。

月
初
め
は
、
計
算
ソ
フ
ト
に
数
字
を
入
力
し
て
、
請
求
書
や
給

与
計
算
書
を
作
成
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
文
書
作
成
や
備
品
の

整
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
同
じ
母
屋
に
あ
る
系

列
会
社
の
手
伝
い
で
、
書
類
整
理
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

8
時
45
分
〜
仕
事
開
始
（
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
や
そ
の
日
の

仕
事
の
段
取
り
や
優
先
順
位
の
確
認
）、9
時
〜
事
務
作
業
（
請

求
書
や
給
与
計
算
書
、
文
書
作
成
な
ど
）、
13
時
20
分
〜
日
報

の
作
成
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
以
前
は
4
時
間
勤
務
で

し
た
が
、
仕
事
に
慣
れ
て
き
た
こ
と
と
、
体
調
が
良
く
な
っ
て

き
た
こ
と
を
病
院
の
先
生
に
相
談
し
て
、
1
時
間
延
長
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
広
汎
性
発
達
障
害
が
あ
り
、
同
時
進
行
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
す
。
上
司
か
ら
は
、
一
つ
の
仕
事
が
完

了
し
て
か
ら
次
の
仕
事
を
振
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
な
る
べ
く
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
よ
う
に

し
た
り
、
悩
み
ご
と
も
大
き
く
な
ら
な
い
う
ち
に
話
を
聴
い
て

も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
4
年
目
に
突
入
し
た
の
で
、
自
分
か

ら
進
ん
で
仕
事
を
探
し
た
り
、
ま
だ
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と

に
挑
戦
し
て
、
日
々
成
長
で
き
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
で

す
。 私

の
仕
事
に
つ
い
て

石い
し

井い

寿と
し

一か
ず

定期購読のほか、最新号やバックナンバーのご購入は、
下記へお申し込みください。
１冊からのご購入も受けつけています。
◆インターネットでのお申し込み

　◆お電話、FAXでのお申し込み
　　株式会社広済堂ネクストまでご連絡ください。
　　TEL 03-5484-8821 FAX 03-5484-8822

本 誌 購 入 方 法

公式ツイッター
　　はこちら！
最新号発行のお知らせやコー
ナー紹介などをお届けします。 ＠JEED_hiroba
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遠方者のための
寮（個室）も完備！



毎
月
1
回
25
日
発
行　

定
価
１
４
１
円
（
本
体
１
２
９
円
＋
税
）

６
月
号　
令
和
４
年
５
月
25
日
発
行　
通
巻
536
号

研　修 日　程 場　所

職場適応援助者養成研修

【対象】  訪問型・企業在籍型職場適応援助者（ジョブ
コーチ）としての援助を行う予定の方など

【内容】   ジョブコーチの役割、作業指導の実際、ケー
スから学ぶジョブコーチ支援の実際、職場に
おける雇用管理の実際、支援記録の作成など 
（集合研修 4日＋地域障害者職業センターで
の実技研修 4日程度）

※対象地域は以下のとおりです
　東日本：北海道、東北、関東甲信越、静岡、富山
　西日本：東海（静岡を除く）、北陸（富山を除く）、
                      近畿、中国、四国、九州、沖縄

8月期
東日本対象：令和4年8月23日（火）～8月26日（金） 千葉県千葉市

西日本対象：令和4年8月30日（火）～9月2日（金） 大阪府大阪市

10月期
全国対象：令和4年10月18日（火）～10月21日（金） 千葉県千葉市

12月期
東日本対象：令和4年12月20日（火）～12月23日（金） 千葉県千葉市

西日本対象：令和4年12月20日（火）～12月23日（金） 大阪府内で開催予定

2月期
全国対象：令和5年2月14日（火）～2月17日（金） 千葉県千葉市

職場適応援助者支援スキル向上研修

【対象】ジョブコーチとして 1年以上の実務経験のあ
る訪問型・企業在籍型職場適応援助者の方

【内容】精神・発達障害者のアセスメントや支援方
法、アンガーコントロール支援、意見交換、
ケーススタディなど

＜第2回＞
令和4年8月2日（火）～8月5日（金） 大阪府大阪市

＜第3回＞
令和4年9月27日（火）～9月30日（金） 千葉県千葉市

＜第4回＞
令和5年1月31日（火）～2月3日（金） 大阪府大阪市

ジョブコーチの養成・スキル向上研修のご案内

ジョブコーチの養成・スキル向上研修

当機構では、職場適応援助者（ジョブコーチ）に必要となる専門的知識および支援技術を修得
するための「職場適応援助者養成研修」、 「職場適応援助者支援スキル向上研修」を実施しています。
各研修の詳細・お申込み先などは、右記のQRコードなどから当機構のホームページ（https://

www.jeed.go.jp/disability/supporter/supporter04.html）にアクセスいただき、サイ
ト内検索（各研修名で検索）でご確認ください。みなさまの受講を心よりお待ちしています。

◆訪問型職場適応援助者養成研修    
    （年６回）※うち４回は東日本と西日本に分けて実施

◆企業在籍型職場適応援助者養成研修    
    （年６回） ※うち４回は東日本と西日本に分けて実施

◆訪問型職場適応援助者支援スキル向上研修   
    （年４回）

◆企業在籍型職場適応援助者支援スキル向上研修   
    （年４回） 

感染症対策を行い研修を開催しています

ステップ１　入門編・実践編 ステップ2　スキルアップ編

職場適応援助者養成研修 職場適応援助者支援スキル向上研修

※申込期間終了分を除く

＜お問合せ先＞　
（千葉県で実施する研修）職業リハビリテーション部 研修課　TEL：043-297-9095　E-mail：stgrp@jeed.go.jp
（大阪府で実施する研修）大阪障害者職業センター　TEL：06-6261-5215　 E-mail：osaka-ctr02@jeed.go.jp　

※職場適応援助者として1年以上の実務経験のある方が対象となります
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